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11 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　10月 21日、第３回岸田川駅伝競走大会を開催し、７部門に 54チーム、270 人の選手が
参加しました。選手は、チームや関係者など多くの人の思いのこもったタスキをゴールまで
つなぎました。（写真は、出合河川敷上の堤防道路をスタートした地域、事業所、中高男子
の部の選手。関連記事は 15ページに掲載）
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町政のうごきから

地震・津波への備えを考える
防災シンポジウムを開催

　ジオ（地球）は、私たちに自然資源や美しくすばらしい景観をもたらしますが、時には地震、津波、洪
水などの大規模な災害を引き起こすこともあります。
　今後、この地域で想定される地震や津波についての正しい知識を学び、地域防災力の高揚を図るため
10 月６日に浜坂多目的集会施設で、山陰海岸ジオパーク世界加盟２周年を記念して「防災シンポジウム」
を開催し、地域住民など約 230 人が参加しました。放送大学鳥取学習センター所長で山陰海岸ジオパー
ク推進協議会学術顧問の西田良平先生を講師にお招きしての基調講演やパネルディスカッションを行い、
地域防災や減災への取組について意見が交わされました。　◆問合せ　町民課………環境防災係　℡82-5621

基
調
講
演

　

西
田
先
生
は
、「
地
震
災
害
・
津
波

災
害
に
備
え
て
」
と
題
し
て
講
演
。
火

山
の
噴
火
や
波
の
影
響
で
変
化
を
と
げ

て
き
た
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
特
徴

を
話
し
、
本
町
で
起
こ
る
可
能
性
の
あ

る
地
震
や
津
波
の
被
害
想
定
に
い
て
次

の
よ
う
に
説
明
し
ま
し
た
。

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
地
震
活
動

　

関
東
大
震
災
以
降
で
は
、
北
但
馬
地
震

（
１
９
２
５
年
）、北
丹
後
地
震（
１
９
２
７

年
）、
鳥
取
地
震（
１
９
４
３
年
）の
３
つ

が
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
中
で
大
き

な
災
害
を
も
た
ら
し
た
地
震
で
あ
る
。
中

程
度
の
地
震
は
、
鳥
取
県
中
部
の
地
震
や

山
崎
断
層
の
地
震
、
三み
と
け峠

断
層
の
地
震
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
こ
っ
て
い
る
。

新
温
泉
町
で
は
、
１
９
４
９
年
に
浜
坂
地

震（
Ｍ
６
・
３
）、
２
０
０
１
年
に
兵
庫
県

北
部
地
震（
Ｍ
５
・
４
）が
あ
り
、ジ
オ
パ
ー

ク
の
エ
リ
ア
は
、大
き
な
地
震
で
は
な
く
、 西田良平先生

Ｍ
５
～
６
ク
ラ
ス
の
地
震
が
数
十
年
の
間

隔
で
起
こ
る
場
所
と
い
え
る
。

東
日
本
大
震
災
と
教
訓

　

東
日
本
大
震
災
は
津
波
災
害
が
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
地
震
災
害
も
起
こ
っ
て
い

る
。
兵
庫
県
北
部
で
は
、
今
後
想
定
さ
れ

る
四
国
沖
の
南
海
地
震
の
津
波
被
害
は
関

係
な
い
と
い
う
意
識
が
あ
る
が
、
家
屋
の

倒
壊
な
ど
地
震
の
被
害
を
受
け
る
と
い
う

こ
と
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

目
に
見
え
な
い
風
評
被
害
な
ど
の
社
会
不

安
も
起
こ
る
の
で
、
そ
れ
ら
へ
の
対
応
を

考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

岩
手
県
釜
石
市
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
児

童
が
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
。
き
ち
っ
と

し
た
防
災
教
育
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

必
要
性
を
再
認
識
し
た
。

兵
庫
県
北
部
を
襲
う
地
震

■
遠
方
の
巨
大
地
震

　

21
世
紀
南
海
地
震
（
四
国
沖
の
南
海
ト

ラ
フ
の
地
震
）
は
兵
庫
県
北
部
へ
の
津
波

の
心
配
は
な
い
が
、
非
常
に
大
き
い
長
周

期
の
揺
れ
が
訪
れ
、
液
状
化
現
象
や
地
盤

の
ず
れ
な
ど
の
被
害
が
起
こ
る
。

　

南
海
地
震
は
、最
近
で
は
１
７
０
７
年
、

１
８
５
４
年
、
１
９
４
６
年
と
、
１
０
０

か
ら
１
５
０
年
間
隔
で
起
こ
っ
て
い
る
。

現
在
、
70
年
近
く
経
っ
て
い
る
の
で
、
21
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世
紀
南
海
地
震
が
起
こ
る
可
能
性
は
否
定

で
き
な
い
。
東
日
本
大
震
災
の
地
震
に
よ

り
、
そ
の
可
能
性
は
よ
り
高
く
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

■
近
く
の
大
き
い
地
震

　

こ
れ
ま
で
に
北
但
馬
地
震
、
北
丹
後
地

震
、
鳥
取
地
震
な
ど
が
あ
り
、
内
陸
の
大

地
震
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
め
る
の
に
時
間

が
か
か
る
。

　

内
陸
大
地
震
が
ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア
で

起
こ
る
可
能
性
は
小
さ
い
と
推
測
さ
れ
る

が
、
す
ぐ
近
く
の
山
崎
断
層
で
の
地
震
の

可
能
性
は
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

■
足
元
の
中
地
震

　

こ
れ
ま
で
に
浜
坂
地
震
、
兵
庫
県
北
部

地
震
が
あ
り
、
こ
の
中
地
震
は
繰
り
返
し

起
こ
る
。
地
下
の
状
況
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

た
ま
る
と
地
震
が
発
生
す
る
。
周
期
は
、

数
十
年
か
ら
1
０
０
年
で
場
所
が
あ
ち
こ

ち
に
動
く
可
能
性
が
あ
る
。

　

鳥
取
県
の
雨
滝
‐
釜
戸
断
層
が
次
の
地

震
を
起
こ
す
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

鳥
取
で
震
度
６
弱
、
新
温
泉
町
で
も
震
度

５
強
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

兵
庫
県
北
部
に
襲
来
す
る
津
波

■
日
本
海
東
縁
の
大
地
震
に
よ
る
津
波

　

こ
れ
ま
で
に
経
験
が
あ
り
、
１
９
８
３

年
に
秋
田
で
起
き
た
地
震
（
日
本
海
中
部

地
震
）
で
は
、
約
２
時
間
後
、
鳥
取
に

最
高
約
１
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
到
着
し

た
。

　

佐
渡
北
方
沖
海
底
地
震
の
想
定
で
は
、

揺
れ
を
感
じ
ず
約
１
時
間
半
後
に
平
地
で

最
高
約
２
メ
ー
ト
ル
の
津
波
の
到
着
が
予

測
さ
れ
る
。
津
波
到
着
ま
で
に
時
間
が
あ

る
の
で
避
難
情
報
を
流
し
、
ど
こ
に
逃
げ

る
か
を
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。

■
但
馬
地
方
沖
の
大
地
震
に
よ
る
津
波

　

地
震
発
生
後
、
３
～
４
分
後
に
平
地
で

最
高
約
３
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
到
着
し
、

地
震
災
害
も
想
定
さ
れ
る
。

　

津
波
の
到
着
ま
で
時
間
が
な
い
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
倒
壊
し
て
い
る
家
屋
な
ど
を

避
け
な
が
ら
の
避
難
に
な
る
。
ど
こ
に
ど

う
逃
げ
る
の
か
避
難
経
路
図
で
対
応
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

災
害
へ
の
備
え

　

21
世
紀
の
社
会
は
高
齢
化
の
社
会
と
な

る
。
一
番
の
問
題
は
救
助
活
動
の
担
い
手

で
あ
る
。
ま
た
、
家
具
の
転
倒
対
策
な
ど

自
分
で
行
う
「
自
助
」、
要
援
護
者
対
策

な
ど
地
域
の
人
と
協
働
す
る
「
共
助
」
で

地
震
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
は
、「
防
災
」
と
い
う
言
い
方
よ

り
「
減
災
」
と
い
う
言
い
方
を
す
る
。
災

害
を
少
な
く
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
。
21
世
紀
南
海
地
震
で
32
万
人
の
死
者

が
出
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
様
々
な
対

策
を
す
る
こ
と
で
少
な
く
す
る
要
素
は
あ

る
。
災
害
に
対
し
、
日
頃
か
ら
、
何
を
行

う
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

基
調
講
演
に
引
き
続
き
、「
自
ら
の

手
で
地
域
防
災
力
を
高
め
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。
パ
ネ
ラ
ー
と
主
な
意

見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
県
立
大
学
自
然
・
環
境
科
学
研
究
所

　

松
原
典
孝
さ
ん　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、

地
域
の
持
続
的
発
展
が
要
。
自
然
災
害
と

も
共
存
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
で
は
、
災
害
へ
の
普
及

啓
発
活
動
も
重
要
で
あ
る
。

■
浜
坂
自
治
区
副
区
長

　

朝
野
健
次
さ
ん　

災
害
に
一
番
最
初

に
立
ち
向
か
う
の
は
、
私
た
ち
自
身
で
あ

り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
。
浜

坂
自
治
区
で
は
、
火
災
に
備
え
た
消
火
栓

の
操
作
方
法
や
防
災
マ
ッ
プ
の
各
戸
配

布
、
津
波
に
備
え
た
海
抜
表
示
な
ど
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
区
民
の
防
災
意
識
の
向

上
に
役
立
て
ば
と
思
っ
て
い
る
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

小
南
か
お
る
さ
ん　

社
協
で
は
災
害

救
援
の
手
引
き
を
作
成
し
職
員
全
体
で
情

報
共
有
し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
入
っ
た
町
を
見

て
、
人
の
力
の
す
ご
さ
を
感
じ
た
。
本
町

に
と
っ
て
大
雪
は
毎
年
起
こ
る
災
害
で
あ

る
。
町
内
で
登
録
い
た
だ
け
る
除
雪
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
育
て
る
必
要
が
あ
る
。

■
宮
城
県
山
元
町
派
遣（
役
場
総
務
課
）

　

福
井
崇
弘
係
長　

震
災
直
後
、
山
元

町
の
坂
元
地
区
で
は
、
被
災
を
免
れ
た
住

民
が
米
や
野
菜
を
持
ち
寄
っ
て
自
ら
炊
き

出
し
を
行
う
な
ど
、
十
分
な
支
援
が
届
か

な
い
中
で
も
自
主
防
災
組
織
が
参
画
し
て

避
難
所
を
運
営
し
て
い
た
。
災
害
時
に
最

初
に
機
能
す
る
の
は
自
主
防
災
組
織
で
あ

り
、
そ
の
役
割
は
大
き
い
。
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ストップ！滞納

毎
年
課
税
額
の　
　
　

　

約
４
％
が
滞
納
へ
…

　

ほ
と
ん
ど
の
納
税
者
の
皆
さ
ん
が
年

度
内
に
納
税
し
て
い
る
中
で
、
毎
年
課

税
額
（
国
民
健
康
保
険
税
を
含
む
）
の

約
４
％
の
滞
納
が
積
み
重
な
り
、
町
税

の
累
積
滞
納
額
は
約
2
億
3
千
万
円

（
平
成
23
年
度
決
算
）
に
の
ぼ
っ
て
い

ま
す
。
平
成
23
年
度
の
徴
収
率
は
現※
１

年

分
が
96
・
２
％
、
繰※
２

越
分
が
16
・
８
％
、

合
計
で
86
・
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
数
字
は
県
内
で
も
低
い
値
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

滞
納
額
は
、
合
併
後
の
景
気
低
迷
を

反
映
し
て
現
年
課
税
分
（
毎
年
課
税

分
）
の
未
納
額
が
主
な
要
因
で
増
加
し

て
き
ま
し
た
が
、
各
種
の
対
策
に
よ
り

平
成
22
年
度
に
よ
う
や
く
累
積
額
が
減

少
し
、
平
成
23
年
度
決
算
で
は
徴
収
率

も
現
年
分
、
繰
越
分
と
も
に
上
昇
に
転

じ
ま
し
た…（
グ
ラ
フ
①
、
②
参
照
）…

。

　

納
税
は
教
育
、
労
働
と
と
も
に
国
民
の
三
大
義
務
の
一
つ
で
す
。
税
の
滞
納
を
放
置
す
る

こ
と
は
、
期
限
内
に
納
付
さ
れ
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
納
税
者
の
皆
さ
ん
と
の
公
平
性
を
欠
く

こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
町
と
し
て
も
本
来
必
要
と
し
な
い
滞
納
整
理
に
伴
う
経
費
を
費
や
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
町
税
は
町
民
の
皆
さ
ん
へ
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の

貴
重
な
財
源
で
す
。
そ
の
滞
納
が
町
の
厳
し
い
財
政
を
さ
ら
に
圧
迫
し
、
こ
の
ま
ま
増
え
続

け
る
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
町
税
の
滞
納
状
況
や
徴
収
率
向
上
に
向
け
た
町
の
取
組
を
お
伝
え
し
ま
す
。

～町税の徴収率向上を目指して～

◆問合せ　税務課　℡ 82-3113

61.1 70.9 78.8 78.6 74.2 67.6 62.6
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ま
た
、
滞
納
の
内
訳
は
近
年
、
本
町

内
で
も
増
え
て
い
る
法
人
の
倒
産
等
の

影
響
で
固
定
資
産
税
が
半
数
を
占
め
、

国
民
健
康
保
険
税
が
景
気
低
迷
に
よ
り

4
割
近
く
に
増
加
し
て
い
ま
す
（
グ
ラ

フ
③
参
照
）…

。

グラフ①　滞納額の推移（各年度末）

※１現年分：当該年度に課税したもの　※ 2繰越分：過年度からの滞納累積分
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グラフ②　徴収率の推移グラフ③　滞納額の内訳

個人町民

税, 9.6%

固定資産

税, 49.9%

軽自動車

税, 1.0%

入湯税, 
0.3%

国民健康

保険税, 
39.2%

個人町民税	 2,269 万円
法人町民税	 8 万円
固定資産税	 1 億 1,819 万円
軽自動車税	 240 万円
入湯税	 63 万円
国民健康保険税	 9,300 万円
　計	 2 億 3,699 万円

町税の累積滞納額は２億３千万円



5

H24（2012）.11.8

広報しんおんせん（11月号）

町政のうごきから

町
税
を
納
め
な
い
で　

　
　
　

放
置
す
る
と
…

　

滞
納
者
の
中
に
は
病
気
や
失
業
等
の

や
む
を
得
な
い
事
情
を
抱
え
て
い
る
方

が
い
る
一
方
で
、
納
付
に
誠
意
が
見
ら

れ
な
い
方
も
い
ま
す
。
特
別
な
事
情
が

無
い
の
に
滞
納
状
態
を
放
置
す
る
と
延

滞
金
（
年
利
14
・
6
％
）
が
加
算
さ
れ
、

納
税
で
き
る
収
入
・
財
産
が
あ
る
滞
納

者
に
対
し
て
は
、
法
に
基
づ
き
強
制
的

に
徴
収
を
行
う
た
め
の
各
種
財
産
調
査

を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

調
査
は
預
金
・
給
与
・
売
掛
金
・
保
険

等
の
債
権
を
は
じ
め
、
場
合
に
よ
っ
て

は
動
産
さ
ら
に
は
不
動
産
も
対
象
と
な

り
ま
す
。
調
査
の
結
果
判
明
し
た
財
産

に
つ
い
て
は
差
押
を
行
う
こ
と
に
な

り
、
最
終
的
に
換
価
さ
れ
滞
納
税
へ
充

当
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
滞
納
処
分
を
受
け
る
と

所
有
財
産
を
失
う
だ
け
で
な
く
、
金
融

機
関
や
勤
務
先
・
取
引
先
等
の
社
会
的

信
用
ま
で
も
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
不
動
産
の
場
合
は
登
記
事
項
証
明

書
に
「
差
押
」
の
履
歴
が
残
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
加
え
て
国
民
健
康
保
険
税

に
つ
い
て
は
通
常
の
保
険
証
が
交
付
で

き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

差
押
件
数
は　
　
　
　
　

　
　
　

約
５
倍
に
増
加

　

近
年
、
全
国
の
市
町
村
で
も
地
方
税

の
滞
納
者
に
対
し
て
滞
納
処
分
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
町
の
場
合
も
納
税
推
進
に
努
力

し
て
い
ま
す
が
、
差
押
を
執
行
し
た
件

数
は
平
成
17
年
度
に
22
件
だ
っ
た
も
の

が
、
平
成
22
年
度
は
１
１
１
件
と
約
5

倍
に
増
え
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
④
参
照
）。

徴
収
率
向
上
に
全
力
で

　

取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

本
町
で
は
、
滞
納
額
の
増
加
を
受
け

数
々
の
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
平

成
20
年
度
以
降
、
兵
庫
県
か
ら
徴
収

支
援
特
別
対
策
チ
ー
ム
を
受
け
入
れ

て
、
滞
納
処
分
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
指
導
を

受
け
、
差
押
等
の
滞
納
処
分
を
推
進

し
ま
し
た
（
１
期
対
策　

平
成
20
年

度
：
徴
収
額
約
９
０
０
万
円
、
効
果
額

約
５
１
０
０
万
円
。
2
期
対
策　

平
成

22
年
度
：
徴
収
額
約
４
２
０
万
円
、
効

果
額
約
４
４
０
０
万
円
）。
平
成
21
年

度
は
本
町
で
初
の
不
動
産
公
売
を
実
施

し
、
滞
納
税
に
充
当
し
ま
し
た
（
売
却

額
約
１
４
０
０
万
円
）。
加
え
て
兵
庫

県
の
収
用
関
連
対
策
で
約
８
０
０
万
円

の
収
納
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
22
年
度

は
町
県
民
税
の
大
規
模
な
特
別
徴
収
化

の
推
進
を
図
り
、
一
定
の
成
果
を
上

げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
（
対
象
額
約

住
民
の
皆
さ
ん
と　
　

　
　
　
　
　

と
も
に
…

　

差
押
を
行
っ
た
結
果
、
滞
納
者
か
ら

暴
言
を
浴
び
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
納
税
相
談
を
行
い
、
き
ち
ん
と

納
付
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
大
多
数

の
善
良
な
納
税
者
の
皆
さ
ん
の
公
平
性

を
守
る
た
め
、
誠
意
の
見
ら
れ
な
い
滞

納
者
に
は
毅
然
と
し
た
態
度
で
対
応
し

ま
す
。

　

明
日
の
新
温
泉
町
づ
く
り
に
向
け

て
、
今
後
も
納
税
者
の
公
平
性
を
守
る

た
め
、
ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
な
い
た
め
、
納
税
の
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
や
む
を
得
な
い
場
合
の
滞

納
処
分
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
の
で
皆

さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

12 3 16 11 3 1012

33
36

31
26

65
40

4

8
7

7
9
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4

6

2 16
15

14

34

26

0

20

40

60

80

100

120

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

（
件
）

給与他

保険

預金

不動産

グラフ④　差押件数の推移

ー　用語解説　ー
○滞納処分　法に基づき町が滞納者か
ら強制的に徴収する手続

○差押　滞納者の財産の処分を制限ま
たは禁止して金銭に換えることがで
きる状態にしておく強制手続

○換価　差押財産を金銭に換える強制
手続（手続後の金銭は滞納税へ充当
される。）

１
４
０
０
万
円
）。

今
後
は
、
動
産
の

ネ
ッ
ト
公
売
や
自

動
車
の
タ
イ
ヤ

ロ
ッ
ク
等
、
新
た

な
手
法
も
模
索
す

る
必
要
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

ネット公売

タイヤロック
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町税の滞納処分　Ｑ＆Ａ

Ｑ　借金の支払に追われ税金を払う余裕が無い。
Ａ　税金は他の債権に優先して支払う義務があります。
　　地方税法では「税金は全ての債務（借金を含む）に優先する。」と定めら
れています。従って滞納処分において「借金があるから…」は理由になりま
せん。「破産」においても税金についての免責はありません。法的にそれだ
け税金の優先性が高いということです。

Ｑ　滞納処分までの流れはどうなっているの？
Ａ　基本的には次のような流れとなります。
①口座振替の場合、残額不足のときは再振
替の通知を送付します。
②納期限後、約 20日後に督促状を送付しま
す。
③その後は電話・文書等で納税を依頼しま
す。
④誠意のない方・特別な事情がない方など
は財産調査に移行します。
⑤財産が判明すれば差押予告書を送付しま
す（隠

いん

蔽
ぺい

の可能性がない場合）。
⑥差押予告書に記載した期限を過ぎると差
押を執行します。
⑦最終的には換価され滞納税へ充当される
場合もあります。

Ｑ　保険まで差押とはひどすぎるのでは？
Ａ　長期保険は貯蓄的部分が有るため対象とな

ります。
　　仮にＡさんは掛金の安い短期保険で税金を
きっちり支払っているのに、Ｂさんは滞納し
たまま掛金の高い長期保険を払い続けて満期
保険金（貯蓄的部分）を受け取ると不公平が
生じるからです。

Ｑ　少額滞納でも差し押さえられるの？
Ａ　そうなる場合もあります。
　　基本的に金額の大小は関係ありません。場
合によっては差押になる場合もあります。「少
額だから大丈夫。」という考え方はしないで
ください。

Ｑ　個人の財産を勝手に調べて差し押さえると
はプライバシーの侵害では？

Ａ　個人情報保護法には抵触しません。
　　税金は期限内納付が大原則です。地方税法
には「納税者が督促状を受け、完納されない
場合、市町村の徴税吏員は滞納者の財産を差
し押えなければならない。」という規定があ
ります。このため町には滞納者の財産の調査
や差押をする権限が与えられています。これ
により調査を受けた金融機関・勤務先等の関
係機関は協力しなければなりません。
　　また、財産調査や滞納処分は本人の同意は
必要ありませんし、個人情報保護法にも抵触
しません。

サラ金等の多重債務の方はご相談ください。
　本町では消費生活相談窓口を設けています。
お気軽にご相談ください。手続をすることによ
り過払金の返還が可能な場合もあります。
　◆新温泉町消費生活相談室（温泉総合支所内）
　　　　　　　　　　℡ 92-1131（内線 28）

なぜ？
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…  口座振替の利用をお願いします  …
　「忙しくてなかなか銀行の窓口に行けない。」「つい、うっかり税金を納めるのを忘れてしまった。」
ということがあると思いますが、町税などの未納が累積してしまったことでその額が高額になり納付
が困難になる場合があります。
　口座振替にすると金融機関などへ支払に行く手間が省けるだけでなく、納め忘れがなくなります。
町税の納付にはぜひ口座振替をご利用ください。特に「軽自動車税」のご利用をお願いします。なお、
この場合、車検用納税証明書は後日郵送します。
◆口座振替ができる金融機関は…
　　但馬銀行、但馬信用金庫、鳥取信用金庫、たじま農協、兵庫県信漁連、みなと銀行、郵便局
◆申込は…
　　各金融機関、役場税務課、温泉総合支所に申込用紙がありますので、必要事項を記入し、通帳印
を押印の上、提出してください。提出は金融機関・役場・支所のいずれでも結構です。
　　また、申込用紙の郵送をご希望の方は税務課（℡ 82-3113）へご連絡ください。

…  お早めの納税相談を  …
　病気や失業等のやむを得ない事情により納期限までに納税できない方、また、一度に納めることが
困難という方はお早めに税務課へご相談ください。詳しい事情をお聞きし分割納付等の対応をします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆問合せ　税務課　℡ 82-3113

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

決
算
説
明
会

▼
と
き　

12
月
６
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

じ
ば
さ
ん
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ

　

６
階　

豊
岡
商
工
会
議
所……

会
議
室

▼
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
電
卓
、
使
い

慣
れ
た
眼
鏡
等

▼
そ
の
他　

個
別
の
申
告
相
談
は
行
い

ま
せ
ん
。

平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
・
帳
簿
等
の

　
　  　  

保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
前
々
年

分
あ
る
い
は
前
年
分
の
事
業
所
得
、
不

動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
の
合
計
額

が
３
０
０
万
円
を
超
え
る
方
に
必
要
と

さ
れ
て
い
た
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存

が
、
こ
れ
ら
の
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務

を
行
う
全
て
の
方
（
所
得
税
の
申
告
の

必
要
が
な
い
方
を
含
む
）
も
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

保
存
制
度
や
記
帳
内
容
の
詳
細
は
、

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

―
問
合
せ
―

　

豊
岡
税
務
署　

個
人
課
税
第
１
部
門

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
２
１
４
４

個人事業税の納税について　
　個人事業税は、所得税、住民税とは別に個人
で事業を行う方にかかる税です。第２期分の納
期限は、11 月 30 日（金）ですので、最寄りの
金融機関で納めましょう。
　納税には、便利な口座振替制度もあります。
お近くの県税事務所でお申込みいただけます。

豊岡県税事務所　℡（0796）26-3628

   国民健康保険税第４期  
　納期限 11 月 30 日（金）

　最寄りの金融機関で納めましょう。
　口座振替をご利用の方は、残額の確認をお
願いします。

税務課　℡ 82-3113
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歳出科目 予算現額
（千円）

支出済額
（千円）

支出率
（％）

議　 会　 費 109,304 58,844 53.8…

総　 務　 費 1,258,397 453,721 36.1…

民　 生　 費 2,046,072 726,711 35.5…

衛　 生　 費 1,164,037 592,675 50.9…

労　 働　 費 19,298 8,812 45.7…

農林水産業費 632,852 134,466 21.2…

商　 工　 費 343,100 212,294 61.9…

土　 木　 費 862,074 77,589 9.0…

消　 防　 費 478,946 211,980 44.3…

教　 育　 費 721,410 307,368 42.6…

災 害 復 旧 費 144,640 33,539 23.2…

公　 債　 費 1,764,342 672,714 38.1…

諸  支  出  金 812,735 0 0.0…

そ　 の　 他 16,136 0 0.0…

合　　計 10,373,343 3,490,713 33.7 

歳入科目 予算現額
（千円）

収入済額
（千円）

収入率
(％）

町　　　 税 1,425,478 804,105 56.4…

地 方 譲 与 税 110,900 33,003 29.8…

各 種 交 付 金 191,700 105,796 55.2…

地 方 交 付 税 5,039,993 3,409,392 67.6…

分担金及び負担金 98,758 28,827 29.2…

使用料及び手数料 229,929 110,380 48.0…

国 庫 支 出 金 730,296 151,776 20.8…

県  支  出  金 711,393 83,492 11.7…

財  産  収  入 10,999 5,475 49.8…

繰　 入　 金 30,540 16,500 54.0…

諸　 収　 入 380,687 73,381 19.3…

町　　　 債 1,411,746 83,500 5.9…

寄　 附　 金 501 670 133.7…

そ　 の　 他 423 423 100.0…

合　　計 10,373,343 4,906,720 47.3 

表２【一般会計歳出】 表１【一般会計歳入】

　平成 24 年度上半期（4 月～ 9 月）
　　　　　財政状況をお知らせします
　町の財政がどのように運営され、どのような状況になっているのかを町民の皆さんに広く知っていただ
くために財政状況を公表しています｡ 今回は、平成 24 年度 9 月末現在の予算執行状況、財産・町債及び
一時借入金の現在高についてお知らせします｡

歳入と歳出の状況
　平成24年度一般会計予算の総額は、9月末現在で103億7334万3千円です。収入済額は、49億 672 万円、
予算額に対する収入率は 47.3％です。また、支出済額は 34 億 9071 万 3千円、予算額に対する支出率
は 33.7％です（表１、表２）。

財産、町債、基金などの状況

　町債は、建設事業などを行うために借り入れたお金で、一般会計の現在高は 242 億 340 万円となって
います（表５）。一時的な支払資金とする一時借入金の合計額は、7億 1千万円です（表６）。公有財産と
資金を積み立てている基金等の合計額は、22億 6573 万 4千円です（表７）。

◆問合せ　総務課　財政係　℡ 82-3111
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表４【公営企業会計】

表３【特別会計】

会　　計　　名 地方債残高
一般会計 13,220.4…
国民健康保険事業特別会計 6.3…
コミュニティ・プラント事業特別会計 219.1…
簡易水道事業特別会計 71.5…
下水道事業特別会計 7,566.4…
水道事業会計 1,865.1…
公立浜坂病院事業会計 1,254.6…

合　　　　計 24,203.4 

表７【基金等現在高】

表５【町債の現在高】

表６【一時借入金の現在高】

会　　計　　名 予算現額
（千円）

歳　　入 歳　　出
収入済額（千円）収入率（％）支出済額（千円）支出率（％）

国民健康保険事業特別会計 2,120,169 733,280 34.6… 1,037,983 49.0…
介護保険事業特別会計 1,506,917 574,826 38.1… 650,220 43.1…
浜坂地区残土処分場事業特別会計 89,170 17,587 19.7… 13,648 15.3…
温泉地区残土処分場事業特別会計 20,870 10,711 51.3… 7,959 38.1…
コミュニティ・プラント事業特別会計 100,910 7,095 7.0… 46,329 45.9…
簡易水道事業特別会計 65,630 15,351 23.4… 15,228 23.2…
七釜温泉配湯事業特別会計 9,333 5,018 53.8… 1,344 14.4…
下水道事業特別会計 896,589 95,034 10.6… 372,745 41.6…
後期高齢者医療特別会計 204,676 59,577 29.1… 57,214 28.0…

合　　　　　　　計 5,014,264 1,518,479 30.3 2,202,670 43.9 

区　　分 収益的 資本的
収入 支出 収入 支出

病院事業
予算現額 1,339,276 1,436,132 149,787 149,787
支出済額 591,142 573,754 71,370 60,369
収入・支出率（％） 44.1 40.0 47.6 40.3

水道事業
予算現額 352,179 370,149 100,010 285,225
支出済額 116,394 77,601 0 89,266
収入・支出率（％） 33.0… 21.0… 0.0… 31.3…

浜坂温泉
配湯事業

予算現額 47,399 43,162 785 48,963
支出済額 18,904 8,605 0 0
収入・支出率（％） 39.9… 19.9… 0.0… 0.0…

◆公有財産

公用財産 土地 13,880㎡
建物 7,156㎡

公共用財産 土地 792,750㎡
建物 126,427㎡

普通財産 土地 3,280,213㎡
建物 13,685㎡

山　　林 所有 2,982,165㎡
分収 3,754,955㎡

動　　産 26施設
物　　権 地上権 1,294,686㎡
有価証券 442 千円
出資による権利 369,025 千円

（単位：千円）

会　　計　　名 借入金現在高
公立浜坂病院事業会計 710,000

合　　　　計 710,000

◆基　　金 基金残高
財政調整基金 1,362,744
地域振興基金 310,429
土地開発基金 49,697
減債基金 24,761
ふるさと水と土保全対策基金 2,594
ふるさとづくり基金 316
地域福祉基金 54
海岸環境美化基金 79
国民健康保険財政調整基金 179,839
国民健康保険直営診療所基金 110
介護給付費準備基金 8,047
下タ山公共建設残土処分場事業基金 95,918
十字谷残土処分場整備基金 86,154
七釜温泉配湯事業施設整備積立基金 41,181
生活排水処理事業基金 75,473
二日市温泉配湯事業施設整備基金 3,697
浜坂簡易水道事業施設整備基金 24,641

合　　　　計 2,265,734
※基金とは、特定の目的のために財産（現
金、土地など）を維持・運用するための
もので、家計では貯金にあたります。

（単位：百万円）

（単位：千円）

※一時借入金とは、年度内の不足資金に対して一
時的に金融機関から借り入れているものです。

※町債とは、資金調達のため負担する債務（借金）で、
その返済が１会計年度を超えるものです。

表 7 関係
　※公用財産とは、町が事務や事業を行うため、自らが直接使
　　用することを目的とするもの（庁舎など）
　※公共用財産とは、住民が共同使用することを目的とするも
　　の（学校、保育所、公園、下水道処理施設など）

（単位：千円）



10広報しんおんせん（11月号）

H24（2012）.11.8

町政のうごきから

11 月 8 日は「いい歯
4 4 4

の日」
 からだの健康はもちろん、お口の健康にも気をつけましょう！

ライフステージ 歯の様子 本町の特徴や取組 お口の健康ポイント

胎児および妊婦 歯ができ始める 妊婦さんは定期的な歯科健診
を受けましょう

乳幼児期
（０～４歳）

乳歯が生え始める
食べる機能が発達
乳歯の歯並びが完成

１歳半の「むし歯有病率」が県下
でワースト
【取組】１歳児・２歳児の健診時に
歯の染め出し、ブラッシング指
導、３歳児健診でむし歯のなかっ
た幼児の表彰（歯ッピー賞）

寝る前にはしっかり仕上げ磨
きをしましょう
夕食後のお菓子・ジュースは
避けましょう（間食≠お菓子類）
間食は時間と量を決めて食べ
ましょう

就学前
（５歳）

第一大臼歯が生え始める
乳歯に混じって永久歯が生え始
める

歯垢の付着している人が多い
歯肉の状態が悪くなっている人が
多い
【取組】就学前健康診断時にブラッ
シング指導

前歯の歯肉と歯の境界に注意
して、仕上げ磨きをしましょ
う（特に奥歯は要注意）
むし歯を治療してから入学し
ましょう

小学校 乳歯から永久歯へ生えかわる
小学４年生で特にむし歯有病者率
が上昇
【取組】健診時にブラッシング指導

自分できちんと磨けない低学
年には仕上げ磨きをしましょ
う

中学校
高等学校

永久歯が生えそろう
歯周病が増加

中学１年生は年々むし歯が減少
12 歳児の DMF 歯数※1.0 以下を達
成
【取組】中学校は健診時にブラッシ
ング指導

正しい磨き方を知って、しっ
かり磨きましょう

成人 ･ 高齢期

歯周病が増加（20 歳～）
歯の喪失が増加し、食べたりか
んだりする機能が低下（40 歳～）
入れ歯を装着する人が急増（60
歳～）

歯周疾患検診では、かかりつけ歯
科医があるという方が 66％
高齢期では肺炎が死因の第３位

かかり付け歯科医を持ち、定
期的にかかりましょう
誤嚥性肺炎の予防のため、口
腔ケアをしっかりしましょう

●ライフステージ別の「歯」の特徴

　

お
口
の
健
康
は
、
全
身
の
健
康
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。
自
分
の
歯
で
何
で
も

か
め
る
よ
う
に
し
て
お
く
た
め
に
は
、む
し
歯
や
歯
周
病
の
予
防･

治
療
を
心
が
け
、

お
口
の
健
康
を
保
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

小
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
、
お
口
の
健
康
も
含
め
た
食
習
慣
の
推
進
と
生
涯
に
わ

た
る
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
の
歯
の
特
徴
や
歯
周
病
と
疾
患
と

の
関
係
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

食後にしっかりと歯のブラッシングをする大庭認定こども園の園児たち

※DMF歯数：12歳児のむし歯平均保有数
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歯
周
病
は
口
の
中
だ
け
で
な
く
全
身
に
も
影
響
し
ま
す

　
　

年
に
１
回
は
歯
科
医
で
定
期
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

●
歯
周
病
と
は

　

歯
周
病
は
細
菌
に
よ
る
感
染
症
で

す
。
歯は

肉ぐ
き

が
腫
れ
た
り
、出
血
し
た
り
、

最
終
的
に
は
歯
が
抜
け
て
し
ま
う
病
気

の
総
称
で
す
。

　

症
状
や
経
過
は
全
身
疾
患
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
か

ら
生
活
習
慣
病
の
１
つ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。●

歯
周
病
と
全
身
疾
患

　

歯
周
病
菌
は
血
流
に
乗
っ
て
心
臓
や

他
の
臓
器
に
感
染
す
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
血
管
の
動
脈
硬
化
を
進
行

さ
せ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
り
、
歯
周
病

の
原
因
菌
が
肺
や
気
管
支
に
感
染
し
て

肺
炎
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
高
齢
者
や
寝
た
き
り
の
方
に
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
予
防
の
た
め
に
は
、

健
康
な
と
き
か
ら
口
腔
内
を
健
康
に
保

つ
こ
と
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

ま
た
、
妊
娠
中
は
口
腔
衛
生
状
態
が

悪
く
な
り
が
ち
な
の
に
加
え
て
、
ホ
ル

モ
ン
の
関
係
で
、
歯
肉
炎
を
引
き
起
こ

し
や
す
く
な
り
ま
す
（
妊
娠
性
歯
肉

炎
）。
一
方
、
歯
周
病
の
部
位
か
ら
、

毒
素
や
炎
症
性
物
質
が
血
液
中
に
入

り
、
胎
盤
を
刺
激
す
る
と
胎
児
の
成
長

に
影
響
を
与
え
た
り
、
子
宮
の
収
縮
を

促
し
た
り
し
て
低
体
重
児
出
産
や
早
産

の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

●
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
を
持
ち
、

　

年
に
１
回
は
定
期
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
！　
　
　
　

●
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本

以
上
保
ち
ま
し
ょ
う
！

▼
問
合
せ　

健
康
課　

健
康
推
進
係

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に
内
）

　

℡
99
‐
２
９
４
０

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が　

県
内
で
急
増
し
て
い
ま
す
！

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

1
鼻
水
や
咳
・
痰
に
よ
る
飛
沫
感
染
、

接
触
感
染
で
感
染
し
ま
す

2
潜
伏
期
間
は
、
３
～
５
日
で
、
感
染

可
能
な
期
間
は
１
週
間
で
す

3
症
状
は
、
発
熱
・
鼻
汁
・
咳
な
ど
の

症
状
が
２
～
３
日
続
い
た
後
、
重
症

化
し
た
場
合
は
、
呼
吸
困
難
が
お
こ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。新
生
児
で
は
、

頑
固
な
無
呼
吸
が
み
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

治
療
・
予
防
に
つ
い
て

　

予
防
の
ワ
ク
チ
ン
は
実
用
化
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
乳
幼
児
に
呼
吸
器
症
状
が

出
た
場
合
は
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

＊
初
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
マ
イ
コ

プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

も
毎
年
流
行
し
ま
す
。
普
段
か
ら
、

手
洗
い
、
う
が
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

に
心
が
け
る
と
と
も
に
、
流
行
時
に

は
人
ご
み
を
避
け
る
な
ど
の
予
防
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

大
腸
が
ん
個
別
検
診
の

　
　
　
　
　
　

ご
案
内

　

平
成
24
年
度
大
腸
が
ん
節
目
検
診
対

象
者
で
、
町
ぐ
る
み
健
診
・
職
場
健
診

等
の
大
腸
が
ん
検
診
未
受
診
の
方
を
対

象
に
郵
送
に
よ
る
個
別
検
診
を
実
施
し

ま
す
。
希
望
の
方
は
、
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

大
腸
が
ん
節
目
検
診
対
象

者
（
昭
和
46
年
度
・
41
年
度
・
36
年

度
・
31
年
度
・
26
年
度
生
の
方
）
で

今
年
度
大
腸
が
ん
検
診
未
受
診
者

▼
検
診
方
法　

町
が
委
託
し
て
い
る
検

査
機
関
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
採
便
容

器
に
便
を
と
り
、直
接
郵
送
し
ま
す
。

結
果
は
検
査
機
関
か
ら
個
人
に
郵
送

さ
れ
ま
す
。

▼
実
施
期
間

　

平
成
25
年
１
月
末
ま
で
（
予
定
）

▼
申
込
方
法　

11
月
22
日
（
木
）
ま
で

に
、
健
康
課
健
康
推
進
係
に
申
し
込

み
下
さ
い
。

―
問
合
せ
―　

健
康
課　

健
康
推
進
係

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に
内
）

　

℡
99
‐
２
９
４
０
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は
自
宅
で
処
置
。
（
３
か
月
未
満
の
乳

児
は
病
院
受
診
を
考
慮
）
。

救
急
受
診
で
多
い
「
け
い
れ
ん
」
は
、

来
院
の
８
～
９
割
が
「
熱
性
け
い

れ
ん
」
で
、
そ
の
場
合
、
長
く
て
も
５

分
ほ
ど
で
治
ま
り
後
遺
症
も
な
い
の

で
、
初
め
て
で
あ
れ
ば
、
パ
ニ
ッ
ク
に

な
ら
ず
経
過
を
よ
く
確
認
し
て
病
院
・

消
防
署
に
連
絡
。

そ
の
他
、
高
熱
そ
の
も
の
は
脳
に
障

害
を
残
さ
な
い
こ
と
や
、
抗
生
剤

は
細
菌
に
は
効
果
が
あ
る
が
、
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
は
効
果
が
な
い
こ
と
（
水

ぼ
う
そ
う
や
イ
ン
エ
ン
ザ
な
ど
の
例
外

を
除
く
）、
脱
水
時
の
水
分
補
給
の
方

法
な
ど
を
説
明
。

　

講
演
で
山
田
先
生
は
、
子
ど
も
の
症

状
に
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
挙
げ
、
機

嫌
や
表
情
な
ど
の
「
意
識
」、
呼
吸
が

速
い
、
横
に
な
る
と
し
ん
ど
そ
う
な
ど

の
「
呼
吸
」、
皮
膚
の
色
、
血
の
巡
り
、

お
し
っ
こ
が
出
て
い
る
か
な
ど
の
「
循

環
」
に
注
目
し
、
ど
れ
か
１
つ
で
も
異

常
が
あ
れ
ば
相
談
や
受
診
を
検
討
す
る

よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。（
講
演

の
要
点
は
次
の
と
お
り
）。

発
熱
に
つ
い
て
は
、
熱
が
高
い
低
い

よ
り
も
子
ど
も
が
し
ん
ど
そ
う
か

ど
う
か
な
ど
、
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に

異
常
が
な
け
れ
ば
体
を
涼
し
く
さ
せ
て

冷
や
す
、
ま
た
座
薬
を
使
用
（
生
後
６

か
月
以
上
）
す
る
な
ど
し
て
夜
間
な
ど
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先
生
は
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
来
院

し
た
保
護
者
の
話
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら

説
明
し
、
参
加
者
は
、
子
ど
も
の
健
康

に
関
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
、
冷
静

に
子
ど
も
の
症
状
を
観
察
し
て
判
断
す

る
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
座
に
参
加
し
た
１
歳
８
か
月
の
子

ど
も
を
も
つ
保
護
者
は
、「
と
て
も
分

か
り
や
い
講
座
で
、
慌
て
な
い
こ
と
が

一
番
と
身
に
し
み
た
。
先
生
を
困
ら
せ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
っ

た
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
公
立
浜
坂
病
院
の
宮
川

み
ど
り
看
護
師
か
ら
「
た
ば
こ
の
健
康

被
害
」
と
題
し
、
喫
煙
に
よ
る
健
康
へ

の
影
響
や
禁
煙
外
来
の
内
容
に
つ
い
て

の
講
話
も
あ
り
ま
し
た
。
宮
川
看
護
師

は
、
３
か
月
・
計
５
回
の
受
診
で
無
理

な
く
卒
煙
で
き
る
の
で
、
禁
煙
外
来
を

利
用
し
て
健
康
に
な
り
ま
し
ょ
う
と
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。

小
児
救
急
電
話
相
談

　

小
児
科
医
師
・
看
護
師
な
ど
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◇
但
馬
圏
域　

午
後
７
時
～
10
時

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
９
９
８
８

◇
兵
庫
県　

午
後
６
時
～
午
前
０
時　

　
　
　
　
　

※
休
日
は
午
前
９
時
～

　

℡
＃
８
０
０
０

　

町
内
の
医
療
機
関
の
診
察
時
間
外
（
夜
間
や
休
日
）
に
、
子
ど
も
の
急
な
発
熱
な
ど
で
、

心
配
に
な
り
慌
て
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
の
く
ら
い
の
症
状
な
ら
様
子

を
み
れ
ば
い
い
の
か
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
で
診
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
い
い
ケ
ー
ス
は
ど
ん
な

と
き
か
な
ど
、
子
ど
も
の
健
康
に
関
わ
る
基
礎
知
識
を
習
得
し
、
地
域
医
療
に
つ
い
て
も
考

え
て
い
た
だ
く
た
め
、
10
月
13
日
、
町
民
講
座
「
み
ん
な
で
守
ろ
う
！
こ
ど
も
の
健
康
」
を

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
で
開
催
し
、
乳
幼
児
の
保

護
者
な
ど
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
平
成
22
年
６
月
か
ら
平
成
23
年
３

月
ま
で
公
立
浜
坂
病
院
で
勤
務
さ
れ
、
現
在
、
県

立
塚
口
病
院
小
児
科
医
師
の
山
田
博
之
先
生
を
お

招
き
し
、「『
こ
ど
も
の
救
急
講
座
』
～
こ
ん
な
と

き
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
～
」
と
題
し
て
、
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こんなときどうすればいいの？ 

町民講座「みんなで守ろう！こどもの健康」を開催

山田博之先生
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精
神
疾
患
に
対
し
て
の
誤
解
や
偏
見
な
ど
を
な
く
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
10
月
25
日
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
研
修
会
」
を
浜
坂
多
目

的
集
会
施
設
で
開
催
し
、
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
会
は
、
精
神
科
医
師
の

高
石
俊
一
先
生
（
豊
岡
市
）
を
お
招
き
し
て
の
講
演
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
い
、
住
民

だ
れ
も
が
ゲ

※

ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
な
れ
る
よ
う
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

～
住
民
だ
れ
も
が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
～

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
研
修
会
を
開
催

　

高
石
先
生
は
、「
精
神
障
が
い
者
が

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
」

と
題
し
て
講
演
し
、
県
が
策
定
す
る
医

療
計
画
に
精
神
疾
患
が
追
加
さ
れ
た
こ

と
や
精
神
疾
患
と
自
殺
、
超
過
勤
務
の

関
係
な
ど
の
現
状
を
説
明
。
ス
ト
レ
ス

か
ら
く
る
自
律
神
経
系
の
乱
れ
に
よ
る

症
状
は
、
頭
痛
、
肩
こ
り
、
体
の
だ
る

さ
な
ど
が
あ
り
、そ
れ
ら
が
イ
ラ
イ
ラ
、

不
眠
、
抑
う
つ
な
ど
に
つ
な
が
る
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
周
り
の
人
が

こ
れ
ら
の
症
状
に
気
づ
く
か
気
づ
か
な

い
か
が
大
き
な
境
目
に
な
る
と
話
し
、

い
つ
も
と
違
う
行
動
に
気
づ
い
た
ら
、

メ
ン
タ
ル
的
な
不
安
を
抱
え
て
い
な
い

か
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
、
そ

の
一
言
で
、
そ
の
方
は
と
て
も
楽
に
な

る
と
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
精
神
障
が
い
者

の
家
族
会
「
の
ぎ
く
家
族
会
」
と
精
神

障
が
い
者
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
の
ぎ
く
作
業
所
」、
自
主
活
動
グ
ル
ー

プ
「
オ
ア
シ
ス
た
ん
ぽ
ぽ
」
な
ど
か
ら

活
動
内
容
の
発
表
が
あ
り
、
続
い
て
参

加
者
全
員
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
精
神
障
が
い
者
と

の
接
し
方
や
作
業
所
等
の
場
所
、
相
談

先
が
分
ら
な
い
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
、
高
石
先
生
は
、
認
知
症
を
例
に
出

し
て
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
こ
と
で
、

精
神
障
が
い
者
が
地
域
に
出
や
す
く
な

り
地
域
の
人
の
理
解
も
進
む
こ
と
や
、

サ
ー
ビ
ス
窓
口
な
ど
の
マ
ッ
プ
作
り
を

提
案
し
て
い
ま
し
た
。　

高石俊一先生
※ゲートキーパー：悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る人

10 月 25 日～ 29日（長崎県）
　この共進会は、全国の優秀な和牛を５年に１度、
一堂に集めて和牛改良の成果と肉質を競う大会
で、各道府県の代表牛 480…頭が出品されました。
　本町からも第１区（若雄の部）に中井幸夫さん
（飯野）の「久福芳山」号が出品され、体積の点
で劣る但馬牛が、全国各地の予選を勝ち抜いた強
豪を相手に、一等賞と健闘しました。

第 10 回全国和牛能力共進会
10 月 21 日（加古川市）

　この共進会は、畜産振興や農家の意欲向上など
を目的に毎年開催されるもので、県内の優秀な和
牛、種牛 42 頭と肉牛 62 頭が一同に会し、それ
ぞれ上位入賞をめざし競いました。
　本町からも予選を勝ち抜いた４頭が出品され、
種牛の部で田中房夫さん（春来）出品の「さちひ
め」号が最優秀賞２席の好成績を収めました。

第 94 回兵庫県畜産共進会

　本町から出品の但馬牛　全共、県共で大健闘！

審査を受ける「久福芳山」号（中央） 好成績を収めた「さちひめ」号
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「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
進
め
る
町
民
運
動
」
推
進
強
調
週
間 

  
12
月
３
日
～
12
月
9
日
は
「
障
が
い
者
週
間
」、
12
月
4
日
～
12
月
10
日
は
「
人
権
週
間
」

　

１
９
４
８
年
（
昭
和
23
年
）
12
月
10
日
、
国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
、「
世
界
人

権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
日
を
記
念
し
て
「
人
権
デ
ー
」、
12
月
４
日

～
10
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
０
４
年
（
平
成
16
年
）
の
障
害
者
基
本
法
の
改
正
で
、
国
民
の
間
に

広
く
障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障
が
い
者

が
社
会
、
経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
12
月
3
日
～
9
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
障
が
い
者

週
間
」
と
し
ま
し
た
。

　

あ
な
た
の
家
庭
、
職
場
な
ど
で
は
、
人
権
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
ま
す
か
。

こ
の
機
会
に
人
権
問
題
を
問
い
直
し
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

　

下
の
表
は
、
町
が
平
成
21
年
１
月

に
実
施
し
た
町
民
の
人
権
に
関
す
る

ア
ン
ー
ト
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
配
布

１
４
４
０
件
、
回
答
６
９
３
件
、
有
効

回
答
率
48
・
１
％
）
を
、
県
が
平
成
20

年
10
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
（
配
布
３
０
０
０
件
、
回
答

１
３
６
８
件
、
有
効
回
答
率
45
・
６
％
）

と
比
較
し
た
も
の
で
す
。

　
「
人
権
や
差
別
問
題
の
関
心
」
に
つ

い
て
は
、
町
の
第
１
位
が
「
障
が
い
者

差
別
」
の
51
・
８
％
で
最
も
割
合
が
高

く
、
県
は
第
２
位
で
46
・
１
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
次
い
で
町
の
第
２
位
が

「
部
落
差
別
」
で
34
・
６
％
に
対
し
て
、

県
は
第
10
位
で
16
・
４
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
町
の
第
３
位
は
「
高
齢
者
に
関

す
る
差
別
」
と
「
男
女
差
別
」
が
同
率

で
29
・
０
％
に
対
し
て
、
県
は
「
高

齢
者
に
関
す
る
差
別
」
が
第
１
位
で

50
・
４
％
、「
男
女
差
別
」
が
第
７
位

で
28
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
第
１
位
と
県
の
第
２
位
の
「
障

が
い
害
者
差
別
」
を
比
較
す
る
と
５
・

７
％
町
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
に
対

し
、第
２
位
の「
部
落
差
別
」は
18
・
２
％

町
が
高
く
、
ま
た
、
第
３
位
の
「
高
齢

者
に
関
す
る
差
別
」
は
県
が
21
・
４
％

高
い
な
ど
、
人
権
や
差
別
問
題
の
関
心

の
違
い
が
あ
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

▼
問
合
せ　

文
化
会
館　

　

℡
82
‐
３
３
２
８

※
各
種
ビ
デ
オ
上
映
、
講
師
、
助
言
者

の
派
遣
、ビ
デ
オ
の
貸
出
等
（
無
料
）

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

２
０
１
２
年
度
人
権
ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品

　
　

浜
坂
高
等
学
校
２
年
生　

鎌
田　

綾
さ
ん

あなたはどのような人権や差別問題に関心がありますか？（単位：人、％）

項　　　目

新温泉町
（平成 21年 1月実施）
※ 10項目中 3項目選択

兵庫県
（平成 20年 10月実施）
※ 22項目中５項目選択

順位 人数 率 順位 人数 率
障がい者差別 1 359 51.8 2 630 46.1
部落差別 2 240 34.6 10 224 16.4
高齢者に関する差別 3 201 29.0 1 689 50.4
男女差別 3 201 29.0 7 387 28.3
子どもに関する差別 5 153 22.1 5 507 37.4
在日外国人差別 6 107 15.4 11 140 10.2
回収人数

回収率 693 48.1 1,368 45.6
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10
月
21
日
、
第
３
回
岸
田
川
駅
伝
競
走
大
会
を
開
催
し
、

７
部
門
に
54
チ
ー
ム
、２
７
０
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
全
部
門
を
５
区
間
と
し
、
地
域
・
事
業
所
・
中

高
男
子
の
３
部
門
は
、
出
合
河
川
敷
上
の
堤
防
道
路
を
ス

タ
ー
ト
し
て
、
浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
の
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
す

10
・
５
㌖
の
コ
ー
ス
に
変
更
。
小
学
生
男
子
・
同
女
子
・
中

高
女
子
・
女
子
の
４
部
門
は
浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
を
発
着

点
と
す
る
周
回
コ
ー
ス
の
計
７
・
５
㌖
で
大
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

選
手
は
秋
晴
れ
の
さ
わ
や
か
な
空
気
の
中
、
沿
道
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
、
チ
ー
ム
や
関
係
者
な
ど
多
く
の
人
の
思
い

の
こ
も
っ
た
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
結
果
（
３
位
ま
で
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
５
区
間　

10
・
5
㌖
コ
ー
ス

【
地
域
の
部　

15
チ
ー
ム
】
①
塩
山
（
39
分
47
秒
）　

②
居

組
Ａ　

③
天
神
町
ス
ポ
ー
ツ
友
好
会

【
事
業
所
の
部　

２
チ
ー
ム
】　

①
株
本
建
設
工
業
Ａ
（
42

分
40
秒
）　

②
株
本
建
設
工
業
Ｂ

【
中
高
男
子
の
部　

５
チ
ー
ム
】
①
浜
坂
中
学
校
Ａ
（
36

分
01
秒
）　

②
浜
坂
中
学
校
Ｂ　

③
浜
坂
中
学
校
Ｃ

◆
５
区
間　

7
・
5
㌖
コ
ー
ス
（
周
回
コ
ー
ス
）

【
小
学
生
男
子
の
部　

19
チ
ー
ム
】
①
照
来
小
学
校
Ａ

（
24
分
37
秒
）　

②
温
泉
小
学
校
Ａ　

③
浜
坂
北
小
学
校
Ａ

【
小
学
生
女
子
の
部　

11
チ
ー
ム
】
①
照
来
小
学
校
Ｅ

（
29
分
20
秒
）　

②
浜
坂
北
小
学
校
Ｆ　

③
温
泉
小
学
校
Ｇ

　
【
中
高
女
子
の
部　

１
チ
ー
ム
】

　

①
浜
坂
中
学
校
（
29
分
32
秒
）

　
【
女
子
の
部　

１
チ
ー
ム
】

　

①
居
組
か
ぐ
や
姫
（
39
分
50
秒
）　

第３回岸田川駅伝競走大会

タスキをつなぐ中学生

浜坂県民サンビーチを元気よくスタートする選手

岸田川を眺めながら駆け抜ける選手
塩山チーム
ガッツポーズでゴール

元気に選手宣誓沿道の声援を受けながら力走
サイクルクラブ「ハートビートカンパニー」に
先導と後走のご協力をいただきました
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契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

福整排水路改良工事 福富
構造物撤去工　1式、
水路工　延長…71.3m、
仮設工　1式

3,801,000 …平成 24年 9月 21日～……平成 24年 12月 28日 ㈲富士建設

歌長高山線道路修繕工事 高山

施工延長　12m、コンクリート
ブロック積工　面積…57㎡、
U字側溝　延長…12m、
舗装工　面積…3㎡

3,202,500 …平成 24年 9月 21日～……平成 24年 11月 19日 ㈲山下土建

浜坂温泉副配湯所加温設
備工事 浜坂 給湯温水器　2基、

樹脂製渦巻ポンプ 2台 16,695,000 …平成 24年 9月 24日～……平成 24年 12月 22日 株本建設工業㈱

町道二日市古市線 ( 第 3
工区 ) 道路改良工事 七釜

施工延長　165m、土工　1式、
法面工　面積…3,175㎡、
排水構造物工　延長…122m、
取り壊し工　1式、
仮設工　延長…170m

215,250,000 …平成 24年 9月 28日～……平成 25年 3月 25日 株本建設工業㈱

（平成 24年 9月 16日～平成 24年 10月 15日契約分）

  
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
の
申
請
手
続
き
を
！

◆
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
と
は

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
に
、
保
険
料
の
納
付
が

「
免
除
」ま
た
は「
猶
予
」さ
れ
る
制
度
で
す
。（
本

人
の
申
請
が
必
要
で
す
。）

①
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）

　
　

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、
保
険
料
の
納
付
が
全
額

免
除
ま
た
は
一
部
免
除
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

一
部
免
除
に
つ
い
て
は
、
一
部
納
付
保
険
料
を

納
付
し
な
い
と
未
納
期
間
と
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　
　

30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
、
配
偶
者
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
申
請
手
続
き
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
制
度

　
　

学
生
の
方
で
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
は
、
申
請
手
続
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

◆
希
望
に
よ
り
、
２
年
目
か
ら
は
免
除
申
請
・
納

付
猶
予
申
請
が
不
要
と
な
り
ま
す
！

　

全
額
免
除
・
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
方
が
、

翌
年
度
以
降
引
き
続
き
、
全
額
免
除
・
納
付
猶
予

の
承
認
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
翌
年
度
か
ら
申

請
が
不
要
に
な
り
ま
す
。（
た
だ
し
、
失
業
等
を

理
由
と
し
た
特
例
等
に
よ
る
免
除
承
認
で
あ
っ
た

場
合
に
は
、
翌
年
度
も
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。）

―
問
合
せ
―

▪
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
８

▪
役
場
健
康
課　

国
保
年
金
係

　

℡
82
‐
５
６
２
２

世帯構成別の所得の「めやす」〈単位：万円〉

世帯構成 全額
免除

一部免除
3/4

免除
半額
免除

1/4
免除

４人世帯
（夫婦、子ども２人）

162
（257）

230
（354）

282
（420）

335
（486）

２人世帯
（夫婦のみ）

92
（157）

142
（229）…

195
（304）

247
（376）

単身世帯 57
（122）

93
（158）

141
（227）

189
（296）

〇（　）内の額は、給与所得の場合の収入額
〇一部免除の「めやす」は、社会保険料（国民年金、国民健
康保険、介護保険）を一定金額納付している場合

〇「4人世帯」と「2人世帯」の夫婦は、夫または妻のどち
らかのみに所得がある世帯の場合

〇「4人世帯」の子どもは、ともに 16歳未満の場合
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「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案を書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

   

＊ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
め
ざ
し 

＊

      
エ
コ
・
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
構
想
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

実
現
に
向
け
て 

④

　

新
温
泉
町
は
林
野
率
が
83
・
6
％
と
高
く
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
が
豊
富
に
あ

り
ま
す
。
昨
年
９
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
お
い
て
も
、
薪
を
利
用
し
て

い
る
家
庭
が
多
く
あ
り
、
地
域
資
源
を
生
活
に
取
り
込
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
残
っ

て
い
ま
す
。
今
号
で
は
「
薪
ス
ト
ー
ブ
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

関
心
が
高
ま
る
薪
ス
ト
ー
ブ

　

薪
ス
ト
ー
ブ
は
、
暖
房
器
具
と
し
て

は
も
ち
ろ
ん
、
調
理
器
具
と
し
て
も
利

用
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
電
気
不
要
で

停
電
等
災
害
時
に
も
役
立
つ
こ
と
か

ら
、
近
年
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
設
置
費
用

と
燃
料
と
な
る
薪
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
設
置
費
用
は
ス
ト
ー
ブ
の

機
種
等
に
も
よ
り
ま
す
が
、
全
部
で
80

～
１
０
０
万
円
程
度
か
か
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
薪
は
自
分
の
山
か

ら
調
達
す
れ
ば
費
用
は
か
か
ら
ず
、
山

を
持
っ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
原
木
を

購
入
し
て
自
分
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど

を
使
っ
て
薪
に
す
れ
ば
安
く
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
燃
料
に
化
石

燃
料
で
は
な
く
木
を
使
う
こ
と
か
ら
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
や
山
林
の
手

入
れ
に
も
つ
な
が
り
、
環
境
に
優
し
い

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

薪
ス
ト
ー
ブ
は
手
間
や
費
用
が
か
か

り
ま
す
が
、
身
近
に
あ
る
資
源
が
燃
料

と
な
る
こ
と
や
薪
ス
ト
ー
ブ
を
囲
ん
で

生
ま
れ
る
家
族
団
ら
ん
、
ゆ
ら
め
く
炎

が
も
た
ら
す
癒
し
効
果
な
ど
、
人
々
を

引
き
付
け
る
大
き
な
魅
力
が
あ
り
ま

す
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

上山高原ふるさと館の薪ストーブ

　

10
月
16
日
、
浜
坂
町
漁
協
人
権
研
修
会（
町
人
協
企
業
部
会
人
権
研
修
会
）が
、
浜

坂
町
漁
業
協
同
組
合
本
所
で
開
催
さ
れ
、
漁
協
職
員
な
ど
36
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

同
漁
協
や
子
ど
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ「
懐
ふ
と
こ
ろ」が
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
支
援
し
た
こ
と
で
生

ま
れ
た
交
流
先
で
あ
る
宮
城
県
東
松
島
市
か
ら
、
海

苔
の
養
殖
業
を
営
ん
で
い
た
奥
田
正
行
さ
ん
と
行
政

区
副
区
長
の
尾
形
俊
文
さ
ん
を
迎
え
、
被
災
地
の
生

の
声
を
聞
く
と
と
も
に
、
住
民
同
士
が
助
け
合
う
重

要
性
を
考
え
る
貴
重
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
奥
田
さ
ん
が
地
震
発
生
か
ら
津
波

が
襲
っ
て
く
る
瞬
間
ま
で
の
状
況
や
現
在
の
避
難
所

の
様
子
を
つ
ぶ
さ
に
話
さ
れ
、
自
分
自
身
を
守
る
服

装
や
避
難
道
路
の
在
り
方
な
ど
津
波
へ
の
備
え
の
大

切
さ
も
訴
え
て
い
ま
し
た
。

   

宮
城
県
東
松
島
市
か
ら
講
師
を
迎
え
人
権
研
修
会
を
開
催

津波の恐ろしさを語る奥田さん
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

―
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
―

　
皆
さ
ま
の
声
に
お
答
え
し
ま
す

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
１
名
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い

た
だ
い
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

説
明
会
な
ど
で
「
来
年
早
々
に
で
も

収
集
日
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。」
と
の

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
年
度

途
中
で
変
更
を
行
う
と
、
収
集
計
画
の

見
直
し
や
収
集
業
者
の
施
設
調
達
等
の

問
題
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

現
在
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
」
の
排
出
量
の
デ
ー
タ
収
集
を
行
い

分
析
を
始
め
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
に

基
づ
き
、
次
年
度
に
収
集
回
数
を
増
や

す
こ
と
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

に
お
い
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
、「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」
を
品
質
の

高
い
資
源
と
す
る
た
め
に
も
、「
き
れ

に
洗
っ
て
・
乾
か
し
て
」
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
町
民
課
長　

中
村　

茂
）

　

こ
の
度
の
分
別
の
変
更
に
よ
り
、「
燃

え
る
ご
み
」
が
大
変
少
な
く
な
っ
た
と

い
う
意
見
を
多
く
い
た
だ
き
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
減
量
化
・
資
源
化
の
意
識
が

大
変
高
い
こ
と
を
再
認
識
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
併
せ
て
、「『
燃
え
る
ご
み
』
の

袋
が
大
き
す
ぎ
る
。
も
っ
と
小
さ
く
な

ら
な
い
か
。」
と
い
う
意
見
も
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
今
年
末
を
目
途
に
分
析

し
、
容
量
の
小
さ
い
ご
み
袋
に
対
す
る

住
民
の
皆
さ
ん
の
需
要
も
調
査
し
て
、

検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
町
民
課
長　

中
村　

茂
）

※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
奇
数
月
に

そ
の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹
介

し
ま
す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
年

２
回
ま
で
、
３
回
目
以
降
は
個
別
に

お
答
え
し
ま
す
。
な
お
、
ご
提
案
い

た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の
都
合
で

一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

の
収
集
日
を
増
や
し
て
ほ
し
い

　

今
ま
で
の
「
燃
え
る
ご
み
」
は
、

ど
の
家
庭
で
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
が
多
い
と
思
う
。
10
月
か
ら

ご
み
の
分
別
方
法
が
変
わ
っ
た
が
、

月
に
１
回
の
収
集
で
は
家
に
保
管
で

き
な
く
な
り
、
結
局
、
燃
え
る
ご
み

に
出
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

も
っ
と
回
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

容
量
の
小
さ
い
指
定
袋
を　

　
　
　
　

増
や
し
て
ほ
し
い

　

燃
え
る
ご
み
の
指
定
袋
は
大
と
小

し
か
な
い
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
を
分
別
す
る
と
燃
え
る
ご
み

の
量
が
減
る
。
夏
な
ど
生
ご
み
を
置

い
て
お
け
な
い
が
、
袋
が
一
杯
に
な

ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
15
㍑
や
一
人

暮
ら
し
の
方
は
10
㍑
の
指
定
袋
で
も

い
い
と
思
う
。
容
量
の
小
さ
い
指
定

袋
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　

  （
中
辻　

西  

照
美
さ
ん
）
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広報しんおんせん（11月号）

　秋の山道では多くの野草が咲き競っています
が、似たような花が多く、名前を特定することが
難しいものもあります。このサンインヒキオコシ
（山陰引起し）もそんな野草の一つでした。
　ヒキオコシは昔から健胃薬として知られていま
すが、その仲間も多く、秋が来るたびに似たよう
な野草と図鑑を比べては、首を傾げていました。
近年ようやく違いが分かり、秋に観察するのが楽
しみな野草の一つとなりました。
　サンインヒキオコシはシソ科の多年草で、草丈
は 40 ～ 80cm、葉は卵型で対生し、基部は楔

くさび

形
がた

、
葉の周囲にはあらい鋸

きょ

歯
し

があります。花は長さが
15 ～ 17mmで青紫色、上

じょう

唇
しん

の先は４裂していま
す。萼

がく

は５裂しており、先が鋭く尖っていますが、
アキチョウジやヒメジソなどの萼の先は丸みを帯
びているので、これが同種を特定する目安になる
かと思います。自生地は北陸地方から九州までの
日本海側で、町内では久斗山、上山林道などの深
山のほか、沿岸部でも見られます。
　名前が特定されてみると、花の筒部がぽっこり
と膨らみ、上唇が反り返っている姿が、大きく口
をあけて歌を唄っているようにも見えて、可愛ら
しく思えます。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん　

サンインヒキオコシ
　　　　　　　　（シソ科）

 野草散歩（23) 　

10
月
13
日
か
ら
15
日
の
３
日
間
、
岐

阜
県
各
地
で
「
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
ぎ
ふ
清
流
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

本
町
か
ら
は
山
根
梓
さ
ん
が
兵
庫
県
選

手
団
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

山
根
さ
ん
は
、
岐
阜
市
メ
モ
リ
ア
ル

セ
ン
タ
ー
長
良
川
競
技
場
で
行
わ
れ

た
、
投
て
き
種
目
の
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス

ロ
ー
と
砲
丸
投
げ
に
出
場
し
、
ジ
ャ
ベ

リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
で
は
大
会
記
録
を
更
新

す
る
優
秀
な
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

山
根
梓
さ
ん
（
浜
坂
）

　
　
　

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ぎ
ふ
清
流
大
会
に
出
場

　
「
点
訳
サ
ー
ク
ル
は
ま
な
す
」

　
　
　
　
　
　

点
字
の
新
温
泉
町
観
光
マ
ッ
プ
を
制
作

砲丸投げで記録に挑戦する山根さん

　
「
点
訳
サ
ー
ク
ル
は
ま
な
す
」（
前
田

美
代
子
代
表
）
が
、
点
字
の
新
温
泉
町

観
光
マ
ッ
プ
を
制
作
し
ま
し
た
。
視
覚

障
が
い
の
あ
る
方
に
活
用
し
て
い
た
だ

こ
う
と
、
７
月
か
ら
観
光
マ
ッ
プ
の
点

字
化
に
取
り
組
み
、
現
在
３
冊
目
の
制

作
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

完
成
し
た
２
冊
の
観
光
マ
ッ
プ
は
、

ま
ち
歩
き
案
内
所
と
湯
村
温
泉
観
光
協

会
に
配
置
さ
れ
、
訪
れ
た
観
光
客
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。



H18（2006）.4.13

　

加藤文太郎
記念図書館

「1１月のおすすめの本」
ご案内

ニットマルシェ　冬のおしゃれ小もの、決定版！
日本ヴォーク社

あったかいワードロープ、スヌード、
ショール、ポンチョといった秋から冬に
大活躍するおしゃれニットアイテムの
数々を紹介します。また、1～ 3玉で編
める小物や編みぐるみ等もたくさん掲載
しています。この冬、お気に入りを見つ
けて編んでみませんか。

武田邦彦の本当は教えたくないアガらず話す方法
　武田邦彦 著／遊タイムズ出版

なぜ、アガるのか？どうしたらアガらず
話せるのだろうか？かつてアガり症だっ
た著者の武田邦彦さんが自ら考察し、実
践してきた有効なテクニックと心構えを
紹介する。この一冊を読めば、あなたは
もうアガらない！

禅は急げ！落護寺・雲水相談室事件簿
　桂美人 著／角川書店

かつては由緒正しき禅寺だったが、今で
は貧乏寺となっている落護寺。寺の起死
回生策のために「雲水相談室」を開設す
ることになり、その仕事を押し付けられ
た真実。相談室にやってくるのは、どれ
も厄介な事ばかり。雲水たちに助けられ
ながら毎日奮闘するお寺騒動記。

夜の学校で
岡田淳 著／偕成社

桜若葉小学校の夜警の仕事を引き受けた
青年が、夜の学校で数々の不思議な体験
をする。校舎にもたれかかって座り、月
を見上げている大男が現れたり、スープ
をもってきてくれるウザギの親子が現れ
たり。さあ、次に彼を待っているものは…。
ファンタジーの世界へ行ってみませんか。

ごじょうしゃありがとうございます
シゲリカツヒコ 作／ポプラ社

ユウタは、夏休み一人でバスに乗ってお
ばあちゃんの家に行くことになった。うっ
かり乗り過ごして終点で困っていると、
ヘンテコなバスが停まっていたのでその
バスに乗ったユウタは…。超リアルでダ
イナミックな妖怪ワールドが広がる絵本。

…… おはなし会　　　　　           
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。
◆11月24日（土）　午後２時～
 　『へんしんおんせん』 他
◆12月8日（土）　午後２時～
　『ふゆですよ』 他

子どもシネマの会　　           
◆12月8日（土）　午後３時～
 　『チップとデール』 （50分）
リスのいたずら合戦、チップとデー
ルはいたずらが大好き！！

休館日のお知らせ 　　　　  

移動図書館車「ささゆり号」運行日の変更  
11月第４金曜日の運行を変更します。
◆運行日
　変更前　11月23日（金）
　変更後　11月30日（金）
◆対象地域
　温泉地域（岸田～千谷方面）

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（11月号） 20

12 月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

は休館日

11 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30
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山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
は
３
県
の

中
央
に
位
置
し
て
い
る
た
め
多
く
の
来

館
者
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
山
陰
海

岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
特
徴
を
ジ
オ
ラ
マ

（
地
形
模
型
）
や
映
像
で
紹
介
す
る
ほ

か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
収
集
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

来
館
者
向
け
に
は
ジ
オ
パ
ー
ク
講
座

や
館
内
の
展
示
物
の
紹
介
、
岩
石
・
砂

な
ど
の
体
験
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
活
動

H24（2012）.11.8

広報しんおんせん（11月号）

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館　

　
　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ 30

　
『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か
け
よ
う
！
』

を
テ
ー
マ
に
、町
外
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）

や
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介

し
ま
す
。

　

今
回
は
新
温
泉
町
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

砂れきの実験（小学生）

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
Ｆ 

さ
ん
（
70
歳
）
女
性

　
「
物
干
し
竿
２
本
で
千
円
」
と
移
動

販
売
車
が
巡
回
し
て
い
た
。
使
用
中
の

竿
が
錆
び
て
い
る
の
で
購
入
し
た
い
と

思
い
呼
び
止
め
た
。
値
段
表
を
見
せ
ら

れ
「
千
円
の
竿
は
完
売
し
た
の
で
、
こ

れ
し
か
な
い
」
と
２
千
円
の
と
こ
ろ
を

指
し
て
勧
め
ら
れ
た
。「
ス
テ
ン
レ
ス

製
で
質
も
良
く
市
販
品
よ
り
長
く
使
え

る
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
４
本
注
文

し
た
。
竿
４
本
を
車
か
ら
降
ろ
し
て
物

干
し
台
に
セ
ッ
ト
し
て
く
れ
た
。
２
本

で
２
千
円
と
思
い
４
千
円
を
支
払
う

と
、
突
然
大
声
に
な
り
「
総
額
８
万
円

に
な
る
。
30
セ
ン
チ
が
２
千
円
だ
」
と

怒
鳴
ら
れ
た
。
怖
く
な
り
家
に
あ
っ
た

現
金
を
集
め
８
万
円
支
払
っ
た
。
返
金

し
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
。
領
収
書
は
　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

安
価
だ
と
思
っ
た
の
に
…
。 

移
動
販
売
の
購
入
ト
ラ
ブ
ル

■
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
す
る
に
は
…

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
可
能
な
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
連
絡
先
が
不
明
の
場

合
は
、
業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
い
た
め

返
金
交
渉
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

■
他
に
も
こ
ん
な
事
例
が
あ
り
ま
す

　
「
も
う
竿
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら

返
品
不
可
能
」
と
代
金
を
強
要
さ
れ
た

り
、
竿
と
一
緒
に
物
干
し
台
を
設
置
さ

れ
代
金
を
請
求
さ
れ
た
と
い
っ
た
相
談

も
あ
り
ま
す
。

■
購
入
前
の
確
認
を
！

　

移
動
販
売
の
業
者
か
ら
購
入
す
る
際

は
、
商
品
と
金
額
を
確
認
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
金
額
な
ど
に
納
得
が
い
か

な
い
場
合
は
、
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ

う
。

小
中
学
校
や
公
民
館
講
座
、
町
内
会
、

研
究
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
各
種
団
体
に

は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
理
解
の
た
め
、
出

前
講
座
を
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ご
要
望
に
応
じ
て
ジ
オ
サ

イ
ト
（
見
所
）
学
習
や
見
学
会
の
案
内

も
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
大
阪
・

京
都
な
ど
県
外
を
含
め
て
年
間
１
３
０

回
の
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
用
の
た
め
、
ジ
オ

パ
ー
ク
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ジオ学習会（高齢者大学）

余部で地層の見学会（小学生）

紙
切
れ
に

金
額
の
み

で
連
絡
先

な
ど
は
書

か
れ
て
い

な
い
。
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まちの求人案内

広報しんおんせん（11月号）

－問合せ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0136
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

　（常　用） 　（パート） 平成 24年 10月 22日現在
事業所名 職種 年齢 賃金（千円）

（町内全域）

㈱コメリ 総合職 27以下 190
総合職 27以下 156～ 190

㈲ＳＫＹ警備 警備業務 不問 154～ 165
㈱ソルテック 土木現場監督 不問 240～ 300

（浜坂地域）

㈱隆栄水産
ウェイター　
ウェイトレス 不問 130～ 170
販売補助 不問 140～ 193
営業 不問 190～ 300

㈱ＳＴＣ ミシンオペレーター 不問 127
たじま農業協同組合 介護支援業務 不問 193～ 228

㈱マルワ渡辺水産 支配人 不問 250～ 400
鮮魚業務 不問 132～ 158

㈱マル海渡辺水産 調理師 不問 175～ 250
㈱たじみや 事務職 45以下 200～ 400
株本建設工業㈱ 土木技術者 40以下 165～ 273
浜坂町漁業協同組合 観光船運航 不問 180
フジコン食品㈱ 計量・包装作業 不問 143～ 147
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180～ 216
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売 40以下 160～ 250
山陰プロパン㈱ 作業員 不問 160～ 200

山陰道路㈱
建築施工管理 不問 180～ 220
土木施工管理 不問 180～ 220
機械工具保守 不問 160～ 180

（温泉地域）
㈲兵庫ライフサービス フロアスタッフ 不問 135

㈱マルワフーズ渡辺水産 営業 64以下 169～ 289
事務職 64以下 129～ 146

㈱井筒屋 客室係 60以下 231～ 256
富士綜合警備保障㈱ 警備業務 不問 150～ 175
ケービックス㈱ 現場業務リーダー 不問 170～ 230
全但バス㈱ バス運転手 不問 183～ 184
㈱エミュー エステ業務 不問 140

㈱朝野家
客室係 59以下 225～ 245
予約係 不問 140～ 150
販売係 不問 140～ 150

寺谷自動車㈱ 自動車整備士 35以下 137～ 200

㈱光商会 スタンド業務 不問 140～ 176
スタンド業務 不問 137～ 172

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら 介護員 不問 128～ 144
㈱湯村温泉愛宕山観光 調理師見習 45以下 135～ 170

㈱寿荘
客室係 不問 198～ 242
事務職 59以下 132
フロント 59以下 150～ 200

㈱温泉町夢公社 施設管理 不問 140～ 160
㈲清美社 公共下水維持管理 35以下 160～ 240

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
神戸ヤクルト販売㈱ 宣伝販売スタッフ 不問 900 ～ 1,000
㈱伝習館 家庭教師 不問 1,400 ～ 2,000
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790～ 2,100
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備業務 18以上 750～ 1,000

（浜坂地域）

㈱ナカケー
調理業務 不問 750～ 950
接客業務 不問 750～ 950
販売業務 不問 750～ 950

㈱メフォス 病院給食調理補助 59 以下 750
給食調理補助 59 以下 750

㈱隆栄水産 ウェイター　
ウェイトレス 不問 800～ 950

㈱マルワ渡辺水産
鮮魚業務 不問 750～ 900
鮮魚・惣菜 不問 750～ 900
事務員 不問 800

㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850～ 1,500
㈱第一食品 調理補助 59以下 780～ 830

㈱リフティングブレーン 料理包装 不問 950
魚佃煮製造 不問 950

㈱トヨダ 惣菜業務 不問 750
ＮＰＯ法人にーず 訪問介護員 不問 800～ 900
㈱白バラドライ 店舗受付 不問 820～ 1,000
㈱コメリ 販売員 不問 750～ 780

（温泉地域）
㈱エミュー エステ業務 不問 800～ 900
ケービックス㈱ クリンクルー 不問 750～ 800
㈱コメリ 販売員 不問 750

㈱井筒屋 料飲係 不問 950
朝食係 不問 900～ 950

湯快リゾート㈱ レストラン業務 不問 800～ 1,125
㈲兵庫ライフサービス フロアスタッフ 不問 770
社会福祉法人徳和会　特別養護
老人ホームやすらぎの里

介護補助 不問 800 ～ 830
介護職 不問 870 ～ 910

㈱たむら 接客業務 不問 750 ～ 800
㈱とみや旅館 客室係補助 不問 900 ～ 1,000

公共職業安定所と連携し、まちの求人情報を
提供しています。職業相談員が就職相談に応じ
ます。お気軽に利用ください。

サンシーホール浜坂をご利用ください
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―
農
業
委
員
会
情
報
№
81
―

H24（2012）.11.8

広報しんおんせん（11月号）

▼
問
合
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
82
‐
５
６
２
６

農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
は

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号
被
保

険
者
で
あ
っ
て
、
年
間
60
日
以
上
農
業

に
従
事
し
て
る
方
は
誰
で
も
加
入
で
き

ま
す
。
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
家
族
農

業
従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

少
子
高
齢
化
時
代
に　
　
　

　
　
　
　
　

強
い
年
金
で
す

　

自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運

用
益
に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金
額

が
決
ま
る
「
積
立
方
式
（
確
定
拠
出

型
）」
の
年
金
で
す
。
自
分
が
必
要
と

す
る
年
金
額
の
目
標
に
向
け
て
、
保
険

料
を
自
由
に
決
め
ら
れ
（
月
額
2
万
～

6
万
7
千
円
の
間
で
千
円
単
位
）、
経

営
の
状
況
や
老
後
設
計
に
応
じ
て
い
つ

で
も
見
直
せ
ま
す
。

終
身
年
金
で　
　
　
　
　
　

80
歳
ま
で
の
保
証
付
き
で
す

　

農
業
者
老
齢
年
金
は
、
原
則
65
歳
か

ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合

で
も
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
る
は
ず
で

あ
っ
た
農
業
者
老
齢
年
金
の
額
の
現
在

価
値
に
相
当
す
る
額
を
、
ご
遺
族
に
死

亡
一
時
金
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

税
制
面
で
大
き
な
優
遇
措
置

が
あ
り
ま
す

○
納
め
た
保
険
料
は
、
全
額
（
１
人
当

た
り
最
高
年
額
80
万
４
千
円
）
が
社

会
保
険
料
控
除
額
の
対
象
と
な
り
、

所
得
税
・
住
民
税
が
節
税
に
な
り

ま
す
。（
納
め
た
保
険
料
の
15
％
～

30
％
程
度
が
節
税
）

○
保
険
料
を
農
業
者
年
金
基
金
が
運
用

し
て
得
ら
れ
る
収
益
（
運
用
益
）
は

非
課
税
で
す
。

○
将
来
受
け
取
る
農
業
者
年
金
に
は
、

公
的
年
金
等
控
除
が
適
用
（
65
歳
以

上
の
方
は
公
的
年
金
等
の
合
計
額
が

１
２
０
万
円
ま
で
は
非
課
税
）
さ
れ

ま
す
。

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
は　
　

保
険
料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い

る
方
や
そ
の
方
と
家
族
経
営
協
定
を
結

ん
だ
配
偶
者
・
後
継
者
な
ど
一
定
の
要

件
を
満
た
す
方
に
は
、
保
険
料
の
国
庫

補
助
（
月
額
最
高
1
万
円
。
通
算
で
最

大
２
１
６
万
円
）
が
あ
り
ま
す
。

農
業
の
担
い
手
に
も
保
険
料
の

国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す

　

認
定
農
業
者
、
家
族
等
で
青
色
申
告

を
し
て
い
る
な
ど
、
農
業
の
担
い
手
と

な
る
方
に
は
、
国
か
ら
月
額
最
高
１
万

円
の
保
険
料
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
補
助
は
、
次
の
３
つ
の
要
件

を
満
た
す
方
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
60
歳
ま
で
に
保
険
料
納
付
期
間
が
20

年
以
上
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

②
必
要
経
費
な
ど
を
控
除
し
た
後
の
農

業
所
得
が
、
９
０
０
万
円
以
下
で
あ

る
こ
と
。

③
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
者
、
そ
の

者
と
家
族
経
営
協
定
を
結
び
、
経
営

に
参
画
し
て
い
る
配
偶
者
・
後
継
者

農
業
者
年
金
相
談
会
を　

　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

　

農
業
者
年
金
を
正
し
く
理
解
し
、
適

正
な
受
給
・
加
入
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
個
別
方
式
に
よ
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

旧
制
度
加
入
者
、
受
給
待

機
者
、
新
制
度
加
入
者
等
の
希
望
者

農
業
者
の
皆
さ
ま
へ

老
後
に
備
え
て
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
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　湯村温泉をＰＲする観光ポスターが完成し、10月９
日に湯村温泉ポケットパークでお披露目がありました。
　今年のポスターは「どこか懐かしい・ゆっくりしたい
湯村温泉」をテーマに、昭和初期の薬師湯の女湯と入口
が紹介され、レトロなデザインになっています。この旧
薬師湯は、大正６年に建築され、当時では大変珍しい鉄
筋コンクリート造り２階建ての建物でした。ポスターは
1,000 枚作成され、ＪＲ西日本などの駅構内や近隣府県
の道の駅などに掲示されます。

秋の夜空に思いを寄せて 文化協会観月会

昔ながらの遊びを伝承  県どんぐりごま大会
　自然の遊びの伝承や自然の大切さと親しみを醸成する
目的で、第 24回兵庫県どんぐりごま大会が、10月 14
日に県下７会場で開催されました。大会は、３年生以下
と４年生以上の２部門に 447 人が参加し、自分が作っ
たどんぐりごまを２回して、回転時間を競いました。
　町内では、但馬牧場公園で開催され、22 人が参加し
ました。よく回転しそうなドングリを選び、キリで穴を
あけ、つまようじを挿したオリジナルのこまで記録に挑
戦していました。

　10 月 13 日、「山陰海岸ジオパーク 110km ウオーク
in 因幡・但馬」が行われ、居組コミュニティセンター
を出発する５km、10km、22kmのコースに町内外から
約 300 人が参加しました。
　開会式は、山陰海岸ジオパーク館の谷本勇館長による
コース紹介のほか、安全を祈っての居組麒麟獅子舞が披
露されました。コースとなった七坂八峠では海を一望で
き、眺めたり立ち止まって撮影をしたり、参加者は魅力
いっぱいのコースを満喫していました。

絶景を眺めながら  110㎞ウオーク

H24（2012）.11.8

広報しんおんせん（11月号）

湯村温泉観光協会  観光ポスターお披露目

　10月６日、新温泉町文化協会の会員相互の交流と親
睦を深める恒例行事の「観月会」が夢ホールで行われ約
90人が参加しました。
　今年初めて参加した浜坂高等学校吹奏楽部がオープニ
ングを飾り、月にちなんだ楽曲など８曲を披露しました。
また、この日は会員から舞踊や俳句、大正琴などの披露
やお茶席があり、ステージにはスポットライトによる満
月が映しだされ、参加者は秋の夜空を思い浮かべながら、
互いの文化意識の高揚を図っていました。
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まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（11月号）

但馬牛を学ぼう・ふれ合おう

図書館まつり

館の「図書館まつり」を今年も10月に開催しました。まつ
り期間中には、特別おはなし会や人形劇、山歩き体験講座
などが行われました。
　10月14日には、春に行われた講座につづく「山歩き体験
講座（秋）」が開催され、講師の陰山道大先生と27人の参加
者が秋の蓮台山を登りました。延々と続くブナ林やシャク

　図書館に親しんでもらい
気軽に来館していただく目
的で、加藤文太郎記念図書

　町立高齢者大学の宇都野学園、とちのみ学園の学園祭
が 10月に開催され、学習の成果を発表しました。
　このうち、宇都野学園学園祭は 18日に浜坂多目的集
会施設で「みんなのための楽しい学園祭」をテーマに開
催され、119 人の学園生が参加しました。会場には書
道講座や園芸講座、短歌クラブなどによる作品が並び、
ステージでは健康福祉講座生による３Ｂ体操、クラブ活
動のダンスや歌謡などが披露され、参加した学園生は秋
の芸術を満喫していました。

高齢者大学学園祭

　10月3日と19日の２日間、照来小学校３年生の児童
10人が、但馬牧場公園で但馬牛の理解を深める環境体
験授業を行いました。
　２日目の授業では、牛を飼うための仕事について実技
を交えて学習しました。牛舎では、餌やりと牛舎の清掃
を行う２班に分かれて職員から作業のポイントや注意点
の説明を受けながら体験しました。餌やりを体験した西
澤咲

さき

君は「エサの計量が思ったより難しかった。初日の
ブラッシングが楽しかった。」と話していました。

ナゲの群生など、人の手が加わっていない自然に包ま
れて約6時間30分の山歩きを行いました。参加者は、
「自然がまるごと残った、歩きがいのある山だった。」
と話すなど山歩きを満喫していました。
　また、この日は人形劇団こうま座による人形劇や文
太郎鍋のふるまいもありました。文太郎鍋は、大根、
白菜、サトイモなどの旬の野菜や地元のちくわをジャ
コだしで調理した鍋で、来館者のほか、人形劇に参加
した親子や山歩き体験講座から下山した参加者も味わ
いました。この鍋はとても好評で、おかわりをした児
童は、「サトイモや団子が美味しい。」と笑顔で話して
いました。
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H24（2012）.11.8

ご
案
内

広報しんおんせん（11月号）

浜
坂
先
人
記
念
館

秋
の
盆
栽
・
山
野
草
展

　

町
内
の
愛
好
家
の
作
品
（
山
野
草
、

盆
栽
等
）約
１
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
10
日（
土
）～
12
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館

町
文
化
財
愛
護
絵
画
作
品
展

　

町
内
の
小
学
生
が
描
い
た
地
域
の
宝

物
（
社
寺
・
天
然
記
念
物
・
民
俗
行
事
）

▼
と
き　

11
月
28
日
（
水
）
ま
で

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

※
11
月
６
日
（
火
）
か
ら
浜
坂
中
学
校

生
徒
作
成
の
「
地
域
新
聞
」
も
展
示

新
温
泉
町
の
四
季
写
真
展

　

町
内
の
風
景
・
行
事
な
ど
の
写
真
作

品
を
募
集
し
た
、「
第
８
回
新
温
泉
町

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
賞
作
品
36

点
と
応
募
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
14
日（
水
）～
28
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館

麒
麟
獅
子
舞
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
「
但
馬
の
麒
麟
獅
子
舞
の
は
じ
ま
り
」

と
題
し
て
、
鳥
取
大
学
名
誉
教
授
の
野の

津つ

龍と
お
る

先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

（
入
場
無
料
。
ど
な
た
で
も
聴
講
可
）

▼
と
き　

11
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

居
組
地
区
公
民
館

―
問
合
せ
―　

浜
坂
先
人
記
念
館

　

℡
82
‐
４
４
９
０

加
藤
文
太
郎
の
足
跡
を
訪
ね
る

　

     

北
ア
ル
プ
ス
登
山
写
真
展

　
「
加
藤
文
太
郎
山
の
会
」
が
８
月
の

北
ア
ル
プ
ス
登
山
中
に
撮
影
し
た
雄
大

な
風
景
写
真
約
40
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
13
日（
火
）～
30
日（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
最
終

日
は
午
後
４
時
ま
で
。
月
曜
休
館
）

▼
と
こ
ろ　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
入
場
無
料
）

▼
問
合
せ　

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡
93
‐
０
８
８
８

の
絵
画
作
品
47

点
を
展
示
中
で

す
。

第
34
回
ふ
る
さ
と
の
心

を
う
た
う
但
馬
合
唱
祭

　

小
中
学
校
、
高
等
学
校
や
一
般
の
合

唱
団
体
43
団
体
が
、
練
習
の
成
果
を
披

露
し
ま
す
。（
入
場
無
料
）

▼
と
き　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

出
石
文
化
会
館
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル

▼
問
合
せ　

但
馬
文
教
府

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
４
０
７

　カニ汁2500食の無料サービスや、かにソムリ
エがさばく特設「浜坂がに」お食事コーナーなど
イベントが盛りだくさんです。
　11月17日（土）
　   午前９時～午後１時 30 分
　浜坂漁港せり市場
◇お楽しみイベント
　山陰海岸ジオパーク○×クイズ　
　カキ氷早食い大会、浜坂中学校吹奏楽部演奏、
　ゆるキャラ in 浜坂、カニ釣り大会、
　餅まき　など
◇立食コーナー
　セコカニの味噌煮込み、カニ飯、
　カニうどん、浜坂かにクリームコロッケ
◇特産販売コーナー
　セコカニ大釜茹で即売
　新鮮な海産物、農産物、特産品を販売　

―問合せ―　浜坂観光協会　℡ 82-4580

第25回浜坂みなとカニ祭り
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H24（2012）.11.8

お
知
ら
せ

第
10
回
ま
ご
こ
ろ
ク
ラ
ブ
ま
つ
り

　

家
族
で
楽
し
ん
で
き
た
だ
け
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

▼
と
き　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
長
寿
の
郷

　
　
　
　
　
　
（
養
父
市
八
鹿
町
国
木
）

▼
内
容　

但
馬
の
伝
統
芸
能
披
露
、
陶

芸
作
品
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
、
つ

き
た
て
餅
の
ふ
る
ま
い
、
各
種
体
験

教
室
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

な
ど

▼
問
合
せ　

但
馬
長
寿
の
郷

　

℡
（
０
７
９
）
６
６
２
‐
８
４
５
６

11 月 26 日は“いい風呂”の日

新
温
泉
町
定
住
促
進
住
宅
取
得
助
成
金

　

ト
イ
レ･

台
所
の
水
ま
わ
り
改
修
、

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
、
外
壁
補
修
、

オ
ー
ル
電
化
等
に
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
住
宅
の
取
得
は
も
ち
ろ
ん
、

リ
フ
ォ
ー
ム
に
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
工
事　

住
宅
の
新
築
や
リ
フ
ォ

ー
ム
（
家
電
製
品･

家
具･

業
務
設

備
等
の
購
入
設
置
は
対
象
外
）

▼
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
、
町

内
に
定
住
の
意
思
を
持
っ
て
、改
修
・

取
得
に
か
か
る
工
事
請
負
（
売
買
）

契
約
を
行
う
こ
と
。

①
町
内
在
住
の
満
45
歳
未
満
の
方

②
申
請
か
ら
３
か
月
以
内
に
町
内
に
居

住
さ
れ
る
方

▼
要
件　

①
～
③
を
す
べ
て
満
た
す
こ

と
。

①
町
内
に
本
店
ま
た
は
支
店
を
有
す
る

業
者
と
契
約
す
る
こ
と
。

②
新
築･

購
入
に
あ
っ
て
は
、
工
事
請

負
（
売
買
）
金
額
が
１
０
０
０
万
円

を
超
え
る
も
の
。

③
増
改
修
に
あ
っ
て
は
、
請
負
金
額
が

50
万
円
を
超
え
る
も
の
。

※
賃
貸
住
宅
、
法
人
所
有
の
住
宅
、
公

共
事
業
に
よ
る
移
転
の
場
合
と
他
制

度
の
助
成
を
受
け
た
工
事
は
対
象
外

▼
助
成
金
の
額

○
新
築　

一
律
50
万
円

○
増
築･

改
修　

工
事
費
用
の
10
％

　
　
　
　
　
　
　
（
上
限
25
万
円
）

▼
問
合
せ　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　

℡
82
‐
５
６
２
５

集
や
就
職
活
動
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

12
月
７
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

じ
ば
さ
ん
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ

　
　
　
　
　
（
豊
岡
市
大
磯
町
１
‐
79
）

▼
対
象
者　

①
平
成
22
年
～
24
年
春

に
大
学
卒
業
の
未
就
職
者
、
②
平
成

25
年
春
に
大
学
卒
業
予
定
の
未
内
定

者
、
③
平
成
26
年
春
に
大
学
等
卒
業

予
定
者
（
相
談
の
み
）

　

※
面
接
希
望
の
方
は
履
歴
書
持
参

▼
問
合
せ

▪
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
３
１
０
１

▪
役
場
商
工
観
光
課

　

℡
82
‐
５
６
２
５

地
元
企
業
に
就
職
希
望
の
皆
さ
ん
へ

ふ
る
さ
と
但
馬
学
生
フ
ェ
ア

　

但
馬
の
企
業
に
就
職
希
望
の
学
生
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
企
業
の
人
事
担
当
者

が
相
談
・
面
接
に
応
じ
ま
す
。
情
報
収

虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で

す
。
虐
待
を
受
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も

を
見
つ
け
た
と
き
は
、
た
め
ら
わ
ず
に

役
場
福
祉
課
か
豊
岡
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
（
通
告
）
し
て
く
だ
さ
い
。

※
匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
連
絡
者

や
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

▼
連
絡
先

▪
役
場
福
祉
課　

℡
82
‐
５
６
２
０

▪
豊
岡
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
３
１
４　

リフレッシュパークゆむらイベント

　健康風呂と男女露天風呂にりんごを浮かべて『りん
ご風呂』にします。りんごの成分と香りのアロマテラ
ピー効果で、日頃の疲れを癒しませんか？
◆とき　11月 26日（月）
◆問合せ　リフレッシュパークゆむら
　　　　　℡ 92-2002

七釜温泉ゆ～らく館サービスデー

　日頃のご愛顧に感謝を込めて、入浴料金を割り引き
ます。
◆とき　11月 26日（月）
　　……………………………午前９時～午後 10時
◆料金　大人 400 円（通常 500 円）
　　　　小人 200 円（通常 300 円）
◆問合せ　七釜温泉ゆ～らく館
　　　　　℡ 83-1526
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募　

集

に
伴
い
、
特
定
の
血
液
製
剤
に
よ
り
Ｃ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
方
の
給

付
金
の
請
求
期
限
が
、
平
成
30
年
１
月

15
日
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
相
談

窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

℡
（
０
１
２
０
）
５
０
９
‐
０
０
２

　
（
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
）

12
月
１
日
か
ら　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
証
を
更
新

　

新
し
い
保
険
証
は
、
11
月
16
日
以
降

に
簡
易
書
留
で
お
届
け
し
ま
す
。
新
し

い
保
険
証
は
、
12
月
１
日
か
ら
お
使
い

く
だ
さ
い
。

　

期
限
の
切
れ
た
古
い
保
険
証
は
、
破

棄
い
た
だ
く
か
、
お
返
し
く
だ
さ
い
。

◇
住
民
票
が
町
内
に
な
い
学
生
の
方

で
、
保
険
証
が
必
要
な
方
は
、
必
ず

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
在
学
証
明
書

か
学
生
証
の
コ
ピ
ー
が
必
要
で
す
。

◇
本
町
に
住
所
が
な
く
、
施
設
入
所
ま

た
は
学
生
で
な
い
方
は
、
原
則
、
本

町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
で
き
ま

せ
ん
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
臓
器
提
供
は
保
険
証
裏
面
で
意
思
表

示
が
で
き
ま
す
。

◇
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
主
治
医

や
薬
剤
師
と
相
談
の
上
、
積
極
的
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

健
康
課　

国
保
年
金
係

　
　

℡
82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所　

地
域
振
興
課　

　
　

℡
92
‐
１
１
３
１

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
セ

ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
女

性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い

て
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
と
き

▪
11
月
12
日
（
月
）
～
16
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

▪
11
月
17
日
（
土
）、
18
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
電
話
番
号　

最
寄
り
の
法
務
局
に
つ

な
が
り
ま
す
。（
電
話
相
談
の
み
）

　

℡
（
０
５
７
０
）
０
７
０
‐
８
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

▼
問
合
せ

　

神
戸
地
方
法
務
局　

人
権
擁
護
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
９
２
‐
１
８
２
１

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線…

３
４
５
）

Ｃ
型
肝
炎
救
済
特
別
措
置
法
の
改
正

に
よ
り
給
付
金
請
求
期
限
が
延
長

　

Ｃ
型
肝
炎
救
済
特
別
措
置
法
の
改
正

公
立
浜
坂
病
院　
　
　
　

外
科
外
来
休
診
の
お
知
ら
せ

　

11
月
19
日
（
月
）
は
、
外
科
外
来
を

都
合
に
よ
り
休
診
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
82
‐
１
６
１
１

12 月１日は世界エイズデー
　　　　　　夜間無料検査を行います

理容店、美容店、クリーニング店
めん類飲食店、一般飲食店の　　           
お店選びは　Ｓマーク登録店で！

　Ｓマークは、厚生労働大臣認可
の標準営業約款制度に従って営業
しているお店です。
　このＳマークを店頭に表示して
いるお店なら安全、安心が保障さ
れ、皆様の信頼できるお店選びの
大きな目安となります。
 （財）兵庫県生活衛生営業指導センター
 　　　℡（078）361-8097

　夜間ＨＩＶ（エイズ）抗体検査を行います。
匿名、無料で受検できます。（要電話予約）
▶とき　　11月 27月（火）
　　　　　午後５時 30分～７時 30分
▶ところ　豊岡健康福祉事務所（豊岡保健所）
▶予約・問合せ　豊岡保健所　健康管理課
　　（保健師へ）　℡（0796）26-3660

ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト
教
室

　

石
粉
粘
土
や
樹
脂
粘
土
を
使
っ
て
、

手
軽
に
つ
く
れ
る
陶
器
の
よ
う
な
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
つ
く
り
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費　

千
円
程
度
（
材
料
代
）

▼
人
数　

先
着
20
名
程
度

　

※
小
・
中
学
生
の
場
合
保
護
者
同
伴

▼
申
込
締
切

　

11
月
25
日
（
日
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡
93…–…

０
８
８
８
昨
年
の
教
室
の
作
品
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草刈り機を使用した草刈り・枝きり・蛍光灯電球の交換・網戸、外の窓洗い・網戸、
障子の張り替え・家具の配置換え・台所、換気扇掃除・トイレ・浴室掃除・カビ取り・

簡単な補修仕事・パソコンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円でご利
用いただけます。[ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの燃料代　1km× 15 円や、
材料費等は別途金額となります。（軽トラック使用料、草刈り機レンタル料　1日3,000円）]	
　事前予約をお願い致します。まずはお電話下さい。（お見積もり無料）
　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　熊本、池上
　　　　　　　　　　　　　Tel	　82-2896　　担当者直通電話　080-1908-5829　

　お任せ下さい。安心、安全のサポート！！

買い物、病院等への外出の付き添い・墓掃除・草抜き・

【広告】

第
７
回
親
睦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
と
き

　

12
月
２
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
体
育
セ
ン
タ
ー
ほ
か

▼
参
加
資
格　

高
校
生
以
上
で
町
内
在

　

住
か
在
勤
の
方

▼
チ
ー
ム
編
成　

監
督
・
選
手
合
計
15

　

名
以
内
で
、
女
性
２
名
が
常
時
出
場

▼
参
加
費　

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円　

　
　
　
　
　
（
傷
害
保
険
料
含
む
）

▼
申
込
締
切　

11
月
26
日
（
月
）

▼
問
合
せ　

新
温
泉
町
体
育
協
会

　

事
務
局　

℡
82
‐
１
６
１
６

子育て支援センター利用者募集！
　子育て支援センターでは、子どもや保護者同士

の交流、親子遊びといったさまざまな活動を通し

て、ほっとする居場所づくりを行っています。

　お気軽にお越しください。

◇対象　認定こども園・ゆめっこランド等に在園
　　　　していない乳幼児とその保護者
◇参加費　無料（保険料が必要な場合があります）
＊活動日と内容は、毎月第４木曜日発行の町広報
紙に掲載しています。

―問合せ―
　浜坂子育て支援センター　　　℡ 82-4152
　ゆめっこランド子育て支援部　℡ 92-1095

県
立
山
の
学
校「
学
校
説
明
会
」

▼
学
校
の
目
標　

林
業
学
習
な
ど
の

体
験
活
動
を
通
し
て
生
き
る
力
を
培

い
、
未
来
を
切
り
拓
く
こ
こ
ろ
豊
か

な
青
少
年
の
育
成

▼
学
校
の
概
要　

県
内
在
住
の
15
歳

～
20
歳
の
男
子
が
学
ぶ
修
学
期
間
１

年
、
全
寮
制
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教

育
施
設（
土
日
は
休
業
日
で
帰
省
）

▼
学
校
説
明
会　

12
月
２
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
市
民
会
館

▼
問
合
せ　

県
立
山
の
学
校

　
　
　
　
　
（
宍
粟
市
山
崎
町
五
十
波
）

　

℡（
０
７
９
０
）62
‐
８
０
８
８

秋の火災予防運動
　11 月９日から 15 日まで全国一
斉に秋の火災予防運動が実施されま
す。おやすみ前、お出かけ前には、
もう一度、火の元の点検を行いま
しょう。また、住宅用火災警報器を
取り付けていないご家庭は、早急に
設置しましょう。
美方広域消防本部　℡ 92-0119

上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　

シ
イ
タ
ケ
植
菌
体
験

　

自
分
で
シ
イ
タ
ケ
を
育
て
て
み
ま
せ

ん
か
。
ホ
ダ
木
に
穴
を
開
け
、
シ
イ
タ

ケ
の
植
菌
を
行
い
ま
す
。
ホ
ダ
木
の
お

土
産
も
あ
り
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
持
ち
物　

手
袋

▼
参
加
費　

大
人　
　

１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

小
中
学
生　

８
０
０
円

▼
対
象　

小
学
３
年
生
以
上

　
（
小
学
生
の
場
合
は

　
　
　
　

保
護
者
同
伴
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
99
‐
４
６
０
０
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編
集
・
発
行
／
新
温
泉
町
役
場
　
　
〒
669-6792　

兵
庫
県
美
方
郡
新
温
泉
町
浜
坂
2673-1	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow
n.shinonsen.hyogo.jp

　
　
　
　
　
　
　（
企
画
課
）　
　
　
tel（

0796）82-3111（
代
）			　

fax（
0796）82-3054　

　
	（携
帯
電
話
版
）　
http://w

w
w
.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/ｍ

	　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
機
種
に
よ
り
一
部
ご
覧
に
な
れ
な
い
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

	広
報
し
ん
お
ん
せ
ん
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
子
メ
ー
ル
					info@

tow
n.shinonsen.lg.jp　

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

●まちのうごき●　
　11月1日現在
（　）内は前月比

人　口 16,358 人（－	33）

　男 7,776 人（－	14）

　女 8,582 人（－	19）

世帯数 5,864 世帯（－			4）

うぶごえ

ご結婚おめでとう

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

9 月 16 日～ 10 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

住　所 夫婦の氏名 届出日

住　所 氏　　名 保護者 出生日

クラシックパーク Vol.12-2 大森智子＆田村緑 やさしい調べ デュオコンサート
　声楽家の大森智子さんとピアニストの田村緑さんによるコンサートを開催します。ソプラノ

のやさしい歌声と情感あふれるピアノの調べが、心あたたまる時間を演出します。

◇と　き　12月１日（土）
　　　　　午後１時 30分開演（午後１時開場）
◇ところ　夢ホール
◇入場料　大人 1,000 円、中 ･高校生 500 円
　　　　　（当日各 300 円増）＊小学生は無料
　　―問合せ―　温泉公民館　℡ 92-1870


